
講
和
条
約
期
に
お
け
る
天
皇
退
位
問
題

明
仁
皇
太
子
の
登
場
と
講
和
独
立
を
背
景
と
し
て
一

可、㌧イ
顧

西

秀

哉

講和条約期における天皇退位問題（河西）

【
要
約
】
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
期
に
な
る
と
、
天
皇
退
位
論
が
再
浮
上
し
た
。
そ
の
議
論
の
特
徴
は
二
つ
あ
る
。
第
～
に
、
敗
戦
後
｝
細
し
て

主
張
さ
れ
て
き
た
天
皇
の
「
道
徳
」
的
責
任
論
を
引
き
継
い
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
は
日
本
と
い
う
国
家
の
「
道
徳
」
を
示
す
存
在
と
考
え
ら
れ
、

天
皇
が
退
位
と
い
う
「
道
徳
」
的
行
為
を
行
え
ば
人
々
は
そ
の
姿
に
感
動
し
、
象
徴
天
皇
制
は
よ
り
強
力
な
支
持
を
得
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
｝

君
万
民
」
「
君
民
一
体
」
を
目
指
す
動
き
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
第
二
に
、
「
新
生
日
本
」
の
国
家
像
と
適
合
的
な
皇
太
子
が
戦
争
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
天
皇
よ
り
も
選
択
さ
れ
、
そ
の
結
果
退
位
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
が
清
新
な
若
い
イ
メ
ー
ジ
で
皇
太
子
を
捉
え
て
大
々
的
に
報
道
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。
門
新
生
日
本
」
の
目
指
す
国
家
像
と
象

徴
天
皇
像
は
接
合
さ
れ
、
国
家
と
し
て
の
再
出
発
の
時
期
に
天
皇
制
も
再
出
発
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
退
位
が
主
張
さ
れ
た
。
結
局
退
位
は
実
現
し
な
か

っ
た
も
の
の
、
講
和
条
約
期
の
退
位
論
は
、
象
徴
天
皇
制
／
像
の
展
開
の
中
で
皇
太
子
の
存
在
が
浮
上
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
八
巻
四
号
　
二
〇
〇
五
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
五
二
年
五
月
二
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
て
日
本
の
独
立
が
回
復
し
た
後
、
名
古
屋
発
行
の
『
中
部
日
本
新
聞
』

は
次
の
よ
う
に
占
領
期
の
天
皇
退
位
問
題
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
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学
者
、
宗
教
家
、
旧
軍
人
、
左
翼
思
想
家
な
ど
の
間
か
ら
盛
ん
に
天
皇
退
位
論
が
起
っ
た
…
…
と
く
に
①
終
戦
②
新
憲
法
公
布
③
同
施
行
④
東
京
裁
判
の
判

決
⑤
東
条
以
下
A
級
戦
犯
の
処
刑
⑥
平
和
条
約
の
締
結
⑦
同
発
効
な
ど
日
本
の
大
き
な
転
換
期
に
は
ム
ク
ム
ク
と
頭
を
持
ち
上
げ
、
世
界
の
関
心
の
焦
点
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

な
っ
た
…
…
統
治
者
と
し
て
の
道
徳
論
か
ら
語
る
者
、
新
憲
法
の
象
徴
と
し
て
の
天
皇
人
格
論
か
ら
論
じ
る
者
更
に
“
わ
れ
わ
れ
の
部
下
、
戦
友
は
天
皇
陛

下
バ
ン
ザ
イ
を
叫
ん
で
死
ん
で
い
っ
た
の
だ
。
天
皇
も
そ
の
責
任
を
と
る
べ
き
だ
”
と
主
張
す
る
旧
軍
人
や
…
…
再
軍
備
論
者
の
中
に
は
“
キ
ズ
の
つ
か
な

い
皇
太
子
殿
下
を
立
て
て
新
芋
の
精
神
的
支
柱
と
し
た
い
”
と
ほ
の
め
か
す
者
も
あ
っ
た
［
中
替
本
墾
5
●
5
卸
苦
悶
す
る
宮
廷
．
占
領
秘
話
L
］

　
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
占
領
期
を
通
じ
て
天
皇
退
位
問
題
に
は
政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
人
々
の
多
大
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、

様
々
な
立
場
か
ら
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
で
は
若
干
細
分
化
さ
れ
た
時
期
区
分
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
次
の

四
つ
の
時
期
、
（
ユ
）
敗
戦
直
後
（
2
）
憲
法
制
定
期
（
3
）
東
京
裁
判
判
決
前
後
（
4
）
講
和
条
約
期
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
第
一
の
時
期
は
、
退
位
に
よ
っ
て
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
近
衛
文
麿
な
ど
に
よ
る
退
位
論
が
、
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
る
。
第

二
の
時
期
は
、
南
原
繁
菓
大
総
長
に
よ
る
　
九
四
六
年
四
月
二
九
日
の
演
説
か
ら
始
ま
っ
た
。
南
原
は
人
々
と
天
皇
の
「
道
徳
」
的
関
係
に
基

づ
い
た
天
皇
の
戦
争
責
任
を
主
張
し
、
「
象
徴
」
と
し
て
の
天
皇
を
強
く
印
象
づ
け
る
た
め
の
「
道
徳
」
的
責
任
論
を
提
唱
し
た
［
朝
日
4
6
・

4
・
3
0
④
］
。
第
三
の
時
期
は
、
一
九
四
八
年
の
『
週
刊
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
佐
々
木
惣
｝
・
長
谷
川
如
是
閑
・
三
淵
忠
彦
最
高
裁
長
官
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
鼎
談
を
機
に
、
「
道
徳
」
的
責
任
論
に
基
づ
く
退
位
論
が
起
こ
っ
た
。

　
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
｝
九
五
｝
年
か
ら
｝
九
五
二
年
に
か
け
て
の
第
四
の
時
期
に
あ
た
る
講
和
条
約
期
の
退
位
論
で
あ
る
。
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

期
の
退
位
論
に
対
し
て
冨
永
望
は
、
「
国
民
の
間
で
は
大
し
た
反
応
が
な
く
…
…
広
範
な
議
論
は
も
は
や
起
こ
ら
な
か
っ
た
」
と
評
価
す
る
。

確
か
に
そ
れ
ま
で
の
退
位
論
に
比
べ
講
和
条
約
期
の
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
人
々
の
共
感
や
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
本
稿

は
、
冨
永
の
評
価
の
前
半
部
分
を
具
体
的
言
説
を
通
し
て
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。
し
か
し
広
範
に
議
論
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
と
貰
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
九
五
二
年
五
月
三
日
の
講
和
条
約
発
効
記
念
式
典
に
お
け
る
天
皇
の
「
お

言
葉
」
が
不
可
解
な
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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講和条約期における天皇退位問題（河西）

　
こ
の
時
に
当
り
、
三
聖
薄
な
れ
ど
も
過
去
を
顧
み
、
世
論
に
察
し
、
沈
思
熟
慮
、
あ
え
て
自
ら
を
励
ま
し
て
、
負
担
の
重
き
に
た
え
ん
こ
と
を
期
し
日
夜
た

　
だ
お
よ
ば
ざ
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
こ
い
ね
が
わ
く
ば
、
共
に
分
を
尽
し
、
事
に
勉
め
相
た
ず
さ
え
て
国
家
再
建
の
志
望
を
大
成
し
、
も
つ

　
て
永
く
そ
の
慶
福
を
共
に
せ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
［
毎
礒
5
2
・
5
・
3
（
夕
）
①
］

　
こ
の
よ
う
に
、
「
お
言
葉
」
で
天
皇
は
自
ら
の
戦
争
責
任
に
直
接
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
、
富
家
再
建
に
伴
う
責
任
の
み
主
張
す
る
。
な
ぜ

こ
の
時
、
こ
の
よ
う
に
責
任
を
曖
昧
な
形
で
提
示
す
る
「
お
雷
葉
」
が
述
べ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
責
任
を
肯
定
す
る
「
お
言
葉
」
や
、

ま
た
そ
の
逆
に
全
く
自
ら
の
責
任
に
は
触
れ
な
い
「
お
照
葉
」
は
許
さ
れ
な
い
状
況
が
講
和
条
約
期
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
お
雷
葉
」
は
明
確
な
文
言
で
は
な
い
に
せ
よ
、
今
後
も
天
皇
で
あ
り
続
け
て
人
々
と
と
も
に
歩
む
と
述
べ
る
。
し
か
し
直
接
的
に
は
退
位

に
つ
い
て
全
く
雷
及
し
て
い
な
い
「
お
雷
葉
」
が
な
ぜ
、
「
退
位
論
に
終
止
符
」
「
陛
下
の
退
位
説
否
定
」
［
朝
日
5
2
・
5
・
3
（
夕
）
①
、
毎
日

5
2
・
5
・
3
（
夕
）
①
］
と
、
マ
ス
コ
ミ
に
退
位
と
い
う
文
言
を
想
起
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
広
範
に
様
々
な
場
で
講
和
条
約
前

後
に
天
皇
が
退
位
す
べ
き
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
、
そ
の
是
非
が
議
論
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
「
お
雷
葉
」
が
退
位
を
否
定
し
た
と
受
け

取
ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
素
地
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
筆
者
は
、
冨
永
の
評
価
の
後
半
部
分
は
再
考

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
講
和
条
約
期
に
お
い
て
退
位
論
が
主
張
さ
れ
る
要
因
や
社
会
的
な
雰
囲
気
、
特
に
明
仁
皇
太
子
の
登
場
と
講
和
独
立
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
退
位
論
の
広
が
る
前
提
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
再
軍
備
」
論
者
に
よ
る
退
位
論
の
噂
や
宮

中
の
退
位
を
め
ぐ
る
動
き
が
生
ま
れ
る
様
相
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ら
は
退
位
を
主
張
し
た
主
体
が
は
っ
き
り
と
し
な
か
っ
た
り
史
料

的
制
約
も
あ
っ
て
、
そ
の
全
容
を
解
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
含
め
て
当
該
期
の
退
位
論
を
広
範
に
検
討
す
る
か
ら
こ
そ
、

講
和
条
約
期
の
退
位
論
が
象
徴
天
皇
制
／
像
の
展
開
過
程
の
中
で
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
し
て
次
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
木
戸
幸
一
・
中
曾
根
康
弘
の
退
位
論
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
「
道
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徳
」
や
薪
告
軸
」
の
出
発
と
の
関
係
で
退
位
を
護
し
た
矢
部
貞
潰
マ
ス
コ
ミ
の
皇
太
子
へ
の
待
望
論
を
背
見
示
に
退
位
を
王
算
し
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
宅
壮
一
、
「
再
軍
備
」
反
対
の
立
場
か
ら
退
位
を
主
張
し
た
市
川
房
枝
な
ど
、
こ
れ
ま
で
全
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

退
位
論
も
広
く
検
討
し
、
講
和
条
約
期
の
退
位
論
の
特
徴
を
解
明
し
た
い
。
冒
頭
の
薪
聞
記
事
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
退
位
を
主
張
す
る
様
々
な

立
場
が
、
講
和
条
約
期
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
退
位
論
に
与
さ
な
い
人
々
が
数
多
く
い
る
中
で
、
そ
れ
が
議
論
さ
れ
て
い

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
講
和
条
約
期
の
退
位
論
は
象
徴
天
皇
制
／
像
の
定
着
・
安
定
化
の
た
め
、
講
和
独
立
と
い
う
国
家
と
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト

の
時
期
に
こ
そ
天
皇
も
裕
仁
か
ら
明
仁
へ
交
代
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
象
徴
天
皇
と
し
て
新
た
に
再
出
発
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
思
考

か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
考
え
が
な
ぜ
生
ま
れ
、
象
徴
天
皇
制
／
像
の
展
開
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
解
明
し

て
い
き
た
い
。

①
　
薪
聞
・
国
会
議
事
録
・
頻
繁
に
引
用
す
る
史
料
は
左
記
の
よ
う
に
略
記
し
、
本

　
文
に
挿
入
し
た
。
な
お
『
読
売
新
聞
㎞
は
調
査
の
都
合
上
、
名
古
屋
大
学
中
央
図

　
轡
館
蔵
の
申
京
版
を
使
用
し
た
。

　
［
朝
日
4
6
・
4
・
3
0
①
］
…
『
朝
日
新
聞
簡
～
九
四
六
年
四
月
三
〇
日
一
面
。

　
［
衆
予
算
5
2
・
1
・
3
1
］
…
衆
議
院
予
算
委
員
会
一
九
五
二
年
一
月
三
一
日
。

　
［
田
島
4
9
・
1
1
・
1
、
蹴
頁
］
…
加
藤
恭
子
『
田
島
道
治
』
（
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ

　
カ
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
「
田
島
日
記
」
一
九
四
九
年
一
一
月
一
目
、
二
六
三
頁
。

②
吉
田
裕
凹
昭
和
天
皇
の
終
戦
史
㎞
（
岩
波
新
書
、
一
九
九
二
年
）
、
渡
辺
治
『
戦

　
王
政
治
史
の
中
の
天
皇
制
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
。

③
　
「
撫
然
た
る
世
相
の
弁
」
（
『
週
刊
朝
日
睡
　
一
九
四
八
年
五
月
一
六
日
号
、
四
頁
）
。

　
松
尾
尊
禿
魍
日
本
の
歴
史
⑳
　
国
際
国
家
へ
の
出
発
』
（
集
英
社
、
一
九
九
三
年
）
、

　
荒
敬
『
占
領
史
研
究
序
説
馳
（
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）
、
冨
永
望
コ
九
四
八
年

　
に
お
け
る
昭
和
天
皇
の
退
位
問
題
」
（
隅
日
本
史
研
究
』
四
八
五
号
、
二
〇
〇
三

　
年
）
な
ど
。

④
冨
永
前
掲
コ
九
四
八
年
に
お
け
る
昭
和
天
皇
の
退
位
問
題
」
五
八
頁
。

⑤
冨
永
望
「
再
軍
備
と
統
帥
権
問
題
」
（
『
年
報
日
本
現
代
史
㎞
第
9
巻
、
二
〇
〇

　
四
年
）
。

⑥
粟
屋
憲
太
郎
他
『
東
京
裁
判
資
料
・
木
戸
幸
～
尋
問
調
書
』
（
大
月
害
店
、
一

　
九
八
九
年
、
五
五
九
～
五
六
二
頁
）
な
ど
。

⑦
松
尾
前
掲
凹
日
本
の
歴
史
⑳
国
際
国
家
へ
の
出
発
』
一
七
〇
～
～
七
三
頁
。

⑧
「
新
生
臼
本
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
河
西
秀
哉
躍
新
生
日
本
』
の
出
発
と
皇
太

　
子
外
遊
」
（
『
年
報
日
本
現
代
史
』
第
9
巻
、
二
〇
〇
四
年
）
、
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ

　
『
国
民
の
天
皇
馳
（
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
八
七
～
二
九
八
頁
）
を
参

　
照
の
こ
と
。
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1

退
位
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
背
景

（
1
）
　
退
位
論
が
広
が
る
要
因

講和条約期における天皇退位問題（河西）

　
講
和
条
約
期
に
退
位
論
が
展
開
さ
れ
る
要
因
と
し
て
、
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
元
老
西
園
寺
公
望
の
秘
書
で
あ
っ
た
原

田
熊
雄
の
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
家
や
軍
人
の
日
記
や
言
々
か
ら
、
敗
戦
前
の
政
治
過
程
が
次
第
に
明
ら
か
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
①

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
講
和
条
約
期
に
は
、
人
々
が
敗
戦
前
の
天
皇
制
を
客
観
的
に
判
断
で
き
る
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
ま
た
本
稿
冒
頭
の
『
中
部
日
本
新
聞
』
の
よ
う
に
、
占
領
期
を
総
括
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え

る
記
事
も
講
和
独
立
を
機
に
、
多
数
の
マ
ス
コ
ミ
で
掲
載
さ
れ
た
。
敗
戦
後
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
き
た
天
皇
の
「
道
徳
」
的
責
任
論
は
、
占

領
期
に
解
消
さ
れ
ず
に
人
々
の
心
に
通
観
し
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
や
知
識
人
な
ど
が
敗
戦
前
や
占
領
期
を
問
い
直
す
中
で
、
退
位
論
が
広
範
に

議
論
さ
れ
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
新
生
日
本
」
と
し
て
の
出
発
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
歴
史
」
が
再
検
討
さ
れ
る
中
で
退
位

論
が
起
こ
っ
た
と
言
え
る
。

　
第
二
に
、
明
仁
皇
太
子
の
青
年
と
し
て
の
登
場
が
あ
げ
ら
れ
る
。
皇
太
子
は
一
九
五
一
年
一
二
月
二
…
二
日
、
皇
室
で
は
成
年
と
な
る
　
八
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
皇
太
子
を
「
日
本
の
若
き
ホ
ー
プ
」
覇
日
5
1
・
－
・
－
⑦
］
と
期
待
し
、
一
九
五
一
年
頃
か
ら
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

数
の
記
事
を
掲
載
し
始
め
た
。
一
九
五
〇
年
二
月
に
ソ
連
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
細
菌
戦
計
画
の
容
疑
で
天
皇
を
戦
犯
と
し
て
裁
判
に
か
け
る

こ
と
を
要
求
し
た
よ
う
に
、
敗
戦
後
時
間
が
経
過
し
て
も
昭
和
天
皇
の
戦
争
イ
メ
ー
ジ
は
常
に
付
き
ま
と
っ
た
た
め
、
そ
れ
と
は
関
わ
り
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
皇
太
子
へ
の
人
々
の
期
待
は
高
ま
っ
た
。

　
『
毎
日
新
聞
』
社
説
は
ソ
連
の
裁
判
要
求
に
対
し
、
天
皇
に
は
実
質
的
な
責
任
は
な
い
と
弁
護
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
「
平
和
国
家
を
建

て
る
に
は
、
今
日
の
天
皇
も
何
ら
か
の
形
で
役
立
つ
」
と
主
張
し
、
天
皇
を
裁
判
に
か
け
た
り
天
皇
制
を
廃
止
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
［
毎
日
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5
0
・
2
・
3
社
説
］
。
が
そ
の
後
、
「
現
天
皇
が
、
自
発
的
に
譲
位
を
す
る
と
い
う
な
ら
ば
ま
た
別
で
あ
る
。
要
は
こ
の
日
本
が
、
平
和
国
家
と

し
て
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
れ
ば
よ
い
」
と
非
常
に
興
味
深
い
論
理
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
に
は
戦
犯
と
し
て
裁
か
れ
る
よ
う
な
実
質

的
責
任
は
存
在
し
な
い
が
、
「
道
徳
」
的
責
任
を
感
じ
て
の
自
発
的
な
退
位
な
ら
ば
そ
れ
を
妨
げ
な
い
と
い
う
選
択
肢
が
、
一
九
五
〇
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
で
に
マ
ス
コ
ミ
の
中
に
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
人
々
に
も
退
位
の
観
測
が
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
社
説
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
平
和
国
家
」
と
い
う
独
立
後
の
「
新
生
日
本
」
の
国
家
像
に
関
す
る
視
点
を
持
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
明
仁
皇
太
子
も
青
年
と
し
て
表
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
。
講
和
独
立
が
近
づ
き
、
「
新
ら
し
い
世
代
に
生

き
ぬ
く
た
め
の
モ
ラ
ル
を
探
求
さ
れ
る
皇
太
子
」
は
、
よ
り
「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
青
年
日
本
を
そ
の
ま
ま
浮
彫
し
た
」
姿
で
捉
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
［
毎
日
5
ユ
・
1
2
・
2
3
③
］
。
青
年
と
し
て
新
た
に
表
舞
台
に
立
つ
皇
太
子
の
分
営
な
イ
メ
ー
ジ
が
「
新
生
日
本
」
の
新
た
な
出
発
点
と
重
ね

合
わ
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
中
で
期
待
感
が
醸
成
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
「
新
生
日
本
」
の
希
望
・
再
生
の
期
待
を
皇
太
子
の
成
長
に
見
、
一
九

五
一
年
年
末
の
新
聞
各
紙
は
成
年
と
な
っ
た
明
仁
皇
太
子
を
「
新
生
日
本
」
の
ホ
ー
プ
と
し
て
描
い
て
い
っ
た
軍
部
日
本
5
1
・
1
2
・
2
3
③
、
読

売
5
1
・
1
2
・
2
3
③
な
ど
］
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
積
極
的
な
意
図
を
持
っ
て
、
新
た
な
皇
太
子
像
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
文
化
平
和

　
⑤

国
家
」
を
目
指
す
「
新
生
日
本
」
に
と
っ
て
、
戦
争
と
い
う
過
去
の
問
題
と
接
点
の
な
い
皇
太
子
の
存
在
は
そ
の
概
念
に
適
合
的
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
退
位
に
よ
っ
て
気
分
を
一
新
し
、
「
新
生
日
本
」
の
出
発
と
象
徴
天
皇
制
と
し
て
の
新
た
な
出
発
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
す
る
思

考
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
講
和
条
約
期
の
退
位
論
の
多
く
が
皇
太
子
に
期
待
す
る
言
説
の
中
で
展
開
さ
れ
、
彼
の
登
場
を

天
皇
退
位
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
近
代
天
皇
制
の
再
検
討
・
明
仁
皇
太
子
の
登
場
と
い
う
二
つ
の
社
会
的
な
潮
流
が
、
講
和
条
約

期
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
こ
そ
が
、
講
和
条
約
期
に
天
皇
退
位
論
が
議
論
さ
れ
る
要
因
で
あ
っ
た
。

（
2
）
　
「
再
軍
備
」
論
者
に
よ
る
退
位
論
の
噂

講
和
条
約
期
に
退
位
論
が
広
が
る
要
因
・
社
会
的
な
雰
囲
気
は
、
同
時
期
の
政
治
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
再
軍
備
」
問
題
と
絡
ん
で
、
主
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講和条約期における天皇退位問題（河西）

体
の
は
っ
き
り
と
し
な
い
退
位
論
の
噂
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
史
料
的
に
学
界
は
あ
る
が
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
れ
が
広
が
る
意

味
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
を
契
機
と
し
て
設
置
さ
れ
た
警
察
予
備
隊
は
、
そ
の
組
織
を
ど
の
よ
う
に
再
編
成
し
て
ま
と
め
上
げ
て

い
く
の
か
を
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
政
治
課
題
の
中
で
、
天
皇
を
警
察
予
備
隊
や
「
再
軍
備
」
後
の
「
軍
隊
」
の
精
神

的
な
中
心
に
据
え
よ
う
と
す
る
言
説
が
現
れ
、
天
皇
退
位
問
題
も
次
第
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
の
問
題
を
最
も
早
く
、
そ
し
て
詳
細
に
伝
え
た
の
は
、
『
東
京
リ
ポ
ー
ト
』
一
九
五
一
年
八
月
二
六
日
付
の
一
面
記
事
で
あ
る
［
以
下
、
東

京
リ
ポ
ー
ト
5
1
・
8
・
2
6
①
］
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
講
和
条
約
を
機
に
天
皇
は
退
位
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
、
「
再
軍
備
」
問
題
と
関
連
し

て
「
右
翼
方
面
」
か
ら
起
こ
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
「
建
軍
の
思
想
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し

て
い
る
と
言
う
。
敗
戦
前
の
経
験
を
踏
ま
え
、
「
再
軍
備
」
後
の
「
軍
隊
の
政
治
徒
党
化
」
の
動
向
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
中
心
に

「
最
も
正
し
い
人
」
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
天
皇
を
お
い
て
、
他
に
は
な
い
」
。
と
こ
ろ
が
昭
和
天
皇
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に

対
す
る
「
道
義
的
な
大
責
任
者
」
で
あ
り
、
戦
没
者
遺
族
な
ど
の
感
情
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で
「
再
軍
備
」
を
進
め
る
こ
と
は
人
々
の
感

情
が
こ
れ
を
許
さ
な
い
。
そ
こ
で
講
和
条
約
を
機
会
に
天
皇
は
退
位
し
、
皇
太
子
が
新
し
い
天
皇
に
即
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
い
う
主
張
が
表
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
記
事
は
天
皇
の
命
令
が
戦
没
者
遺
族
を
生
み
出
し
、
人
々
を
苦
し
め
た
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
天
皇
の
大
元
帥
と
し
て
の
戦
争
責
任
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
戦
没
者
遺
族
と
の
関
係
を
重
視
さ
れ
て
い
る
点
は
、
当
時
そ

れ
が
大
き
な
政
治
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。

　
記
事
は
、
こ
の
退
位
論
を
主
張
し
た
人
物
を
た
だ
「
右
翼
方
面
」
と
し
か
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
彼
等
は
、
も
と
も
と
講
和
条
約
成

立
後
の
日
本
は
、
真
に
独
立
日
本
と
し
て
、
名
実
と
も
に
新
し
く
出
発
す
る
た
め
に
は
、
太
平
洋
戦
争
の
道
義
的
大
責
任
者
で
あ
る
今
上
陛
下

が
譲
位
さ
れ
て
、
皇
太
子
殿
下
を
新
天
皇
に
む
か
え
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
、
と
い
う
政
治
的
主
張
を
持
っ
て
い
る
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に

「
薪
生
日
本
」
の
あ
り
方
を
思
考
し
た
時
、
「
再
軍
備
」
を
志
向
す
る
こ
と
は
考
え
得
る
選
択
肢
の
～
つ
で
あ
っ
た
。
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有
山
鐵
雄
「
楽
園
を
夢
み
る
吉
田
」
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
退
位
論
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
「
こ
ん
ど
は
巣
鴨
の
A
級
戦
犯
、
旧
重
臣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

口
火
を
切
っ
て
い
る
と
い
う
話
。
も
ち
ろ
ん
海
外
の
声
も
反
映
し
て
い
」
た
。
し
か
し
旧
重
臣
ら
が
「
再
軍
備
」
と
天
皇
退
位
を
繋
げ
て
主
張

し
た
事
実
は
、
管
見
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
巣
鴨
の
A
級
戦
犯
に
、
後
述
す
る
木
戸
幸
一
元
首
大
臣
が
含
ま
れ
る

か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
木
戸
は
「
再
軍
備
」
と
退
位
を
関
係
づ
け
て
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

ま
た
島
崎
光
二
「
退
位
論
の
ニ
ュ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
「
海
軍
に
お
い
て
は
対
米
協
力
派
の
野
村
吉
三
郎
元
大
将
陸
軍
は
最
後
の
陸

相
で
あ
っ
た
下
村
定
元
大
将
」
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
皇
室
典
範
に
退
位
条
項
を
入
れ
よ
う
と
「
前
情
報
局
総
裁
緒
方
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

虎
、
前
同
盟
社
長
古
野
伊
之
助
が
、
こ
の
一
翼
と
し
て
、
政
界
上
層
部
を
歩
い
て
い
る
と
噂
さ
れ
て
い
」
た
。
し
か
し
そ
の
緒
方
は
、
一
九
五

二
年
に
畷
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
行
わ
れ
た
座
談
会
の
中
で
、
「
ロ
ジ
カ
リ
ー
（
論
理
的
）
に
い
え
ば
御
退
位
と
い
う
意
見
も
立
て
得
る
」
と
し
な

が
ら
も
、
「
日
本
の
皇
室
は
ロ
ジ
ッ
ク
で
論
ず
る
よ
り
は
、
も
っ
と
大
き
な
国
民
感
情
の
中
に
根
底
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、
人
々
の
感
情
を
理

由
に
退
位
に
は
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
た
［
朝
日
5
2
・
－
・
－
③
］
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
確
か
に
野
村
や
下
村
は
、
天
皇
を
精
神
的
支
柱
に
据
え
た
「
再
軍
備
」
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
「
再
軍
備
」
論
が
昭
和
天
皇

の
退
位
を
前
提
に
考
え
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
彼
ら
が
退
位
を
公
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
「
再
軍
備
」
論
者
の
退
位
論
は
誰
が
主
体
的
に
主
張
し
た
の
か
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
曖
昧
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
終
止
し
て
い
た
。

　
し
か
し
こ
の
「
再
軍
備
」
論
者
に
よ
る
退
位
論
の
噂
は
、
一
九
五
一
年
後
半
ご
ろ
か
ら
は
他
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
国
会
で
も
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
右
派
社
会
党
の
山
下
義
信
は
、
「
天
皇
中
心
で
な
く
て
は
国
民
に
本
当
の
自
衛
意
識
が
昂

揚
し
て
来
な
い
」
と
い
う
話
を
最
近
聞
き
、
「
国
罠
の
中
に
は
な
ん
と
な
く
こ
の
天
皇
中
心
主
義
と
い
う
も
の
の
復
活
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か

の
よ
う
」
だ
と
警
告
し
た
。
そ
し
て
、
「
新
日
本
の
出
発
に
当
り
ま
し
て
、
条
約
の
批
准
を
待
っ
て
皇
太
子
殿
下
の
登
極
を
希
い
、
輝
や
か
し

き
国
民
奮
起
の
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
膚
力
な
る
説
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
」
る
と
述
べ
る
［
参
予
算
5
1
・
1
1
・
1
3
］
。
こ
れ
に
対
し

吉
田
茂
首
相
は
、
退
位
の
可
能
性
を
否
定
す
る
が
、
そ
の
後
も
左
派
社
会
党
の
中
田
吉
雄
が
吉
田
首
相
に
さ
ら
に
質
問
し
た
。
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〔
警
察
予
備
隊
の
〕
精
神
的
な
支
柱
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
民
の
天
皇
に
紺
し
ま
す
る
患
誠
心
を
利
用
い
た
し
ま
す
…
…

　
　
併
し
現
天
皇
の
命
令
に
よ
り
ま
し
て
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
国
民
は
多
く
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
今
の
天
皇
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
天

　
　
皇
は
、
条
約
の
発
効
と
共
に
譲
位
を
お
願
い
し
、
皇
太
子
を
擁
立
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
ま
す
…
…
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
き
ま
し
て
は
か
か
る
見
解
が
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
常
に
多
く
、
例
え
ば
レ
イ
モ
ン
ド
・
モ
レ
ー
氏
の
ご
と
き
は
そ
の
代
表
的
な
入
物
で
あ
り
ま
す
［
参
本
会
議
5
2
・
2
・
6
］

　
吉
田
首
相
は
こ
れ
に
対
し
て
も
、
天
皇
を
統
帥
権
者
と
す
る
憲
法
改
正
や
皇
室
典
範
改
正
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
退
位
に
反
対
し
た
。

そ
し
て
退
位
論
の
出
自
と
さ
れ
る
「
右
翼
方
面
」
で
は
、
珊
天
皇
が
遵
徳
的
責
任
を
感
じ
て
退
位
す
べ
き
機
会
は
あ
っ
た
が
今
で
は
お
そ
い
、

霊
廟
は
“
統
し
て
治
せ
ず
”
現
行
憲
法
の
思
想
で
十
分
だ
』
と
す
る
旧
金
鶏
学
院
の
安
岡
正
篤
氏
ら
の
考
え
方
が
支
配
的
」
と
の
観
測
も
出

［
東
京
5
2
・
婆
・
2
3
①
］
、
「
再
軍
備
」
論
が
天
皇
退
位
と
セ
ッ
ト
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
「
再
軍
備
」
論
者
の
退
位
論
の
噂
が
広
が
っ
た
背
景
に
は
、
敗
戦
前
の
「
歴
史
」
が
問
い
直
さ
れ
る
中
で
、
少
な
く
と
も
天
皇

の
「
道
徳
」
的
な
責
任
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
と
の
認
識
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
「
再
軍
備
」
す
る
に
し
て
も
、

「
新
生
日
本
」
に
お
い
て
は
皇
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
、
「
新
生
日
本
」
を
見

据
え
た
「
再
軍
備
」
論
者
の
退
位
論
の
曝
が
、
現
実
味
を
持
っ
て
人
々
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

①
原
田
熊
雄
『
西
園
寺
公
と
政
局
曲
用
1
～
8
巻
（
岩
波
書
店
、
～
九
五
〇
～
一

　
九
五
六
年
）
。
英
文
学
者
の
申
野
好
夫
は
、
「
天
皇
制
と
い
ふ
機
構
の
上
に
の
つ
か

　
つ
て
る
か
ら
、
自
分
た
ち
が
国
民
へ
の
最
高
最
後
の
責
任
を
負
っ
て
み
る
と
い
ふ

　
意
識
が
う
す
い
ん
ぢ
や
な
い
か
…
…
日
本
人
み
な
が
自
分
を
も
ち
、
自
分
が
最
後

　
の
責
任
を
と
る
や
う
に
な
り
、
さ
う
し
た
国
民
の
間
か
ら
責
任
が
生
ま
れ
た
ら
、

　
天
皇
制
は
自
然
に
な
く
な
っ
て
行
く
は
ず
で
あ
り
、
さ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
ひ

　
ま
す
扁
と
述
べ
る
（
「
座
談
会
　
日
本
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
」
『
文
藝
春
秋
盛
一
九
五

　
一
年
三
月
号
、
五
六
～
五
七
頁
）
。
中
野
の
よ
う
に
天
皇
制
廃
止
ま
で
主
張
す
る

　
論
者
は
珍
し
い
が
、
天
皇
個
人
の
資
任
の
是
非
は
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

②
河
西
前
掲
義
新
生
日
本
輪
の
出
発
と
皇
太
子
外
遊
」
一
＝
T
＝
三
頁
。

　
皇
室
記
者
藤
樫
準
二
の
著
作
『
千
代
田
城
㎞
（
光
文
社
、
一
九
五
八
年
）
と
魍
天

　
皇
と
と
も
に
五
十
年
翫
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）
を
見
る
と
、
マ
ス
コ
ミ

　
が
積
極
的
に
清
新
な
皇
太
子
像
を
作
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
藤
樫
は
宮

　
内
庁
か
ら
依
頼
さ
れ
て
皇
室
に
関
す
る
多
数
の
記
事
を
書
き
、
彼
の
所
属
す
る

　
『
毎
日
薪
聞
㎞
は
他
紙
に
比
べ
て
圧
倒
的
な
情
報
量
の
皇
室
記
事
を
掲
載
し
て
い

　
る
こ
と
か
ら
、
象
徴
天
皇
像
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
け
る
藤
樫
の
果
た
し

　
た
軍
手
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
と
天
皇
制
の
問
題
に
つ
い
て

　
は
、
松
下
圭
皿
「
大
衆
天
皇
制
論
」
「
続
大
衆
天
皇
制
論
」
（
『
中
央
公
論
』
｝
九

9　（485）



　
五
九
年
四
月
号
・
九
月
号
）
、
清
水
幾
太
郎
「
占
領
下
の
天
皇
」
（
『
思
想
㎞
一
九

　
五
三
年
｝
二
月
号
）
、
吉
見
俊
哉
「
メ
デ
ィ
ア
天
皇
制
の
射
程
」
（
『
世
界
』
　
一
九
九

　
三
年
七
月
号
）
、
同
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
天
皇
制
」
（
網
野
善
彦
他
編
咽
天
皇
と

　
王
権
を
考
え
る
睡
1
0
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
か
ら
示
唆
を
得
た
。

③
明
仁
皇
太
子
に
戦
争
と
接
点
の
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

　
は
、
後
藤
致
人
『
昭
和
天
皇
と
近
現
代
日
本
輪
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、

　
皿
の
四
）
、
瀬
畑
源
「
明
仁
皇
太
子
の
教
育
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
年
報
日
本
現

　
代
史
冊
第
9
巻
、
一
δ
〇
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

④
後
述
す
る
よ
う
に
『
毎
日
新
聞
輪
は
退
位
論
に
消
極
的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ

　
う
し
た
主
張
が
掲
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ

　
ろ
う
。

⑤
「
文
化
平
和
国
家
」
に
つ
い
て
は
、
赤
沢
史
朗
「
象
徴
天
皇
制
の
形
成
と
戦
争

　
責
任
論
」
（
『
歴
史
評
論
協
三
皿
五
号
、
｝
九
七
六
年
）
、
同
「
戦
後
民
主
主
義
論
扁

　
（
神
田
文
人
編
咽
体
系
・
日
本
現
代
史
第
5
巻
撫
日
本
評
論
社
、
～
九
七
九
年
）
、

　
米
谷
匡
史
「
『
世
界
史
の
哲
学
輪
の
帰
結
」
（
『
現
代
思
想
㎞
　
一
九
九
五
年
一
月

　
号
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

⑥
『
東
京
リ
ポ
ー
ト
瞼
は
、
O
国
◎
＼
ω
O
諺
℃
℃
巷
2
0
H
国
（
b
d
）
O
①
。
。
G
。
一
（
国
立
国
会

　
図
黒
雲
憲
政
資
料
室
蔵
）
に
現
物
と
英
訳
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
G
H
Q
が
こ
の

　
記
事
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
こ
の
記
事
を
紹
介
し
た

　
『
神
社
新
報
睡
は
、
退
位
は
「
日
本
国
民
大
多
数
の
感
情
的
支
持
を
得
る
こ
と
は

　
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
扁
と
反
対
し
、
「
陛
下
の
御
自
責
の
念
に
は
痛
切
無
限
の
も

　
の
が
あ
ら
せ
ら
れ
る
と
拝
察
さ
れ
る
…
…
そ
の
御
責
任
を
痛
感
せ
ら
れ
つ
つ
御
在

　
位
願
う
の
外
な
い
」
と
在
位
し
続
け
る
こ
と
が
責
任
を
取
る
こ
と
に
な
る
と
、

　
「
お
書
葉
」
と
よ
く
似
た
論
を
展
開
し
た
［
神
社
新
報
5
1
・
8
・
2
7
社
説
］
。

⑦
有
山
鐵
雄
「
楽
園
を
夢
み
る
吉
田
」
（
糊
改
造
隔
一
九
五
一
年
＝
繋
属
、
一
四

　
二
頁
）
。

⑧
島
崎
光
二
門
退
位
論
の
ニ
ュ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
」
（
『
中
央
公
論
』
　
九
五
二
年
二

　
月
号
、
八
四
～
八
五
頁
）
。

⑨
『
戦
争
放
棄
と
再
軍
備
㎞
（
自
由
党
憲
法
調
査
会
、
一
九
五
四
年
、
五
三
～
五
六

　
頁
）
。
本
轡
は
、
下
村
が
一
九
五
四
年
七
月
八
日
に
自
由
党
憲
法
調
杢
会
で
行
っ

　
た
講
演
の
速
記
録
で
あ
る
。

⑳
こ
こ
で
名
前
の
出
て
い
る
レ
イ
モ
ン
ド
・
モ
レ
ー
（
円
3
ヨ
。
巳
竃
9
塁
）
と

　
は
、
．
乞
Φ
藷
≦
①
集
、
．
の
ま
筆
で
あ
る
。
．
．
客
①
芝
。
。
≦
①
舞
．
．
は
た
し
か
に
日
本
の

　
「
再
軍
備
」
を
主
張
し
て
い
た
が
、
管
見
の
限
り
で
は
天
皇
退
位
・
明
仁
皇
太
子

　
の
下
で
の
門
再
軍
備
扁
を
要
求
す
る
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
目
本
人
は
天
皇

　
の
下
に
高
度
の
社
会
的
的
団
結
力
を
有
し
、
世
界
中
で
最
高
度
に
訓
練
化
さ
れ
た

　
国
民
で
あ
る
」
と
、
天
皇
制
の
統
合
機
能
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
み
で
あ
る

　
（
．
。
罰
壽
≦
g
履
旨
智
p
一
⑩
課
℃
’
置
）
。
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2

宮
中
に
お
け
る
退
位
を
め
ぐ
る
動
向

（
1
）
　
退
位
問
題
の
決
着
過
程

講
和
条
約
期
に
は
宮
中
で
も
退
位
を
め
ぐ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
本
節
で
は
田
島
道
治
宮
内
庁
長
官
の
日
記
を
使
っ
て
、
宮
中
で
の
退
位
を
め
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ぐ
る
様
相
を
検
討
し
た
い
。

　
天
皇
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
退
位
し
な
い
意
思
を
告
げ
た
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
で
一
九
四
八
年
の
東
京
裁
判
期
の
退
位
問
題
が
～
応
の
決
着
を

　
　
①

見
た
後
も
、
宮
中
で
は
退
位
問
題
は
度
々
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
一
九
四
九
年
一
一
月
、
田
島
が
一
日
に
秩
父
宮
と

「
皇
太
子
御
留
学
ノ
コ
ト
　
御
退
位
ノ
コ
ト
」
笹
島
4
9
・
1
1
・
－
、
㎜
頁
］
を
、
一
一
一
日
に
は
高
松
宮
と
「
東
宮
様
御
洋
行
　
御
譲
位
ノ
コ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

［
田
島
4
9
・
1
1
・
1
2
、
端
頁
］
を
話
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
が
、
皇
太
子
の
登
場
と
退
位
問
題
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
宮
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
宮
中
も
明
仁
皇
太
子
の
登
場
と
そ
れ
へ
の
人
々
の
期
待
を
意
識
し
、
後
述

す
る
様
々
な
退
位
論
と
同
様
の
意
識
を
共
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
翌
～
九
五
〇
年
は
、
六
月
二
日
に
安
倍
能
成
学
習
院
院
長
と
「
跨
象
［
p
臣
。
薮
。
『
退
位
］
ノ
コ
ト
」
冨
島
5
0
・
6
・
2
、
胴
頁
］
を
話
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
大
き
な
話
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
一
九
五
～
年
に
な
る
と
、
退
位
と
い
う
文
雷
が
日
記
に
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
二
月
一
四
日
の
吉
田
首
相
と
の
会
見
の
際
、

「
》
げ
象
問
題
モ
フ
レ
」
［
田
島
5
1
・
2
・
1
4
、
鰯
頁
］
、
一
七
日
に
は
皇
太
子
の
家
庭
教
師
で
あ
る
小
泉
信
三
東
宮
常
時
参
与
と
も
退
位
問
題
が

話
題
と
な
り
、
小
泉
は
退
位
に
「
不
賛
成
」
の
意
思
を
示
し
た
［
田
島
5
1
・
2
・
1
7
、
鰯
頁
］
。
そ
し
て
二
二
日
に
は
安
倍
、
二
六
日
に
は
「
人

間
宣
言
」
作
成
に
も
関
わ
っ
た
前
田
多
門
元
文
相
と
退
位
問
題
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。
田
島
が
彼
ら
と
退
位
問
題
を
ど
の
よ
う
に
話
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
か
、
そ
の
内
容
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
宮
中
に
は
田
島
を
中
心
と
し
て
、
安
倍
・
小
泉
・
前
田
ら
の
い
わ
ゆ
る
大
正
教
養
主
義
者
グ

ル
ー
プ
が
、
退
位
に
関
す
る
意
見
や
情
報
の
交
換
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
一
年
後
半
に
退
位
論
が
特
定
の
人
物

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
り
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
話
題
に
な
る
以
前
よ
り
、
宮
中
で
は
退
位
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
に
な
っ
て
講
和

独
立
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
前
述
の
要
因
か
ら
退
位
が
現
実
的
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
宮
中
で
は
そ
れ
へ
の
対
応
を
含
め
話
題

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
，

　
そ
の
後
、
田
島
の
日
記
の
中
で
退
位
問
題
に
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
の
は
、
八
月
二
五
日
で
あ
る
。
そ
の
日
、
共
同
通
信
記
者
の
田
中
徳
が
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田
島
に
♂
び
毎
ノ
コ
ト
如
何
」
と
尋
ね
た
際
、
田
島
は
「
ナ
シ
ト
返
事
」
し
た
［
田
島
5
1
・
8
・
2
5
、
鵬
頁
］
。
な
ぜ
こ
の
時
点
で
、
退
位
は
な

い
と
田
島
は
述
べ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
記
に
は
は
っ
き
り
と
現
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
二
月
　
四
日
以
降
に
吉
田
首
相
と
退
位
問
題
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
退
位
な
し
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
五
月
九
日
の
日
記
に
、
田
島
が

安
倍
に
「
〉
げ
島
　
吉
田
首
相
ト
ノ
話
ノ
コ
ト
」
を
伝
え
た
と
記
述
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
苗
島
5
1
・
5
・
9
、
㎜
頁
］
。
二
月
一
四
日
以
降
に

吉
田
首
相
と
会
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
二
月
二
二
日
に
会
っ
た
安
倍
に
そ
の
内
容
を
す
ぐ
に
伝
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
安
倍
と
会
っ
た

以
後
に
吉
田
と
話
し
合
い
、
そ
こ
で
退
位
な
し
の
方
針
を
決
定
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
九
月
八
日
の
田
島
の
日
記
に
は
、
「
吉
田
二
陛
下
御
尋
問
ノ
件
ノ
意
見
キ
ク
　
天
野
文
相
訪
問
　
首
相
ト
話
合
ノ
》
ぴ
蝕
二
層
目
ル
事
要
領

話
ス
」
百
島
5
1
・
9
・
8
、
謝
頁
］
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
田
島
は
吉
田
か
ら
天
皇
と
の
会
見
の
内
容
を
聞
き
、
そ
れ
を
天
野
に
伝
達
し

た
。
田
島
は
天
野
に
退
位
に
関
す
る
話
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
吉
田
が
天
皇
と
話
し
た
内
容
は
退
位
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
び
た
び
内
奏
を
繰
り
返
し
て
い
た
吉
田
と
天
皇
は
、
そ
の
時
に
退
位
な
し
の
方
針
を
確
認
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
小

泉
を
訪
問
し
た
田
島
は
「
非
退
位
二
仕
立
早
耳
」
を
し
、
田
中
耕
太
郎
最
高
裁
長
官
に
対
し
て
は
九
月
二
一
日
に
「
》
げ
象
反
対
ヲ
確
言
」
、
～

○
月
一
日
に
は
「
御
退
位
問
題
ハ
セ
ツ
ト
ル
［
G
・
Φ
巳
『
片
付
い
て
い
る
］
」
と
語
っ
て
い
る
［
田
島
5
1
・
9
・
2
1
、
1
0
・
－
、
灘
頁
］
。
こ
の
頃
ま
で

に
宮
中
や
政
府
で
は
、
天
皇
が
退
位
し
な
い
方
針
が
固
ま
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
後
一
九
五
一
年
後
半
か
ら
一
九
五

二
年
前
半
に
か
け
て
国
内
外
で
退
位
論
が
主
張
さ
れ
る
以
前
に
、
宮
中
に
お
い
て
退
位
問
題
は
す
で
に
決
着
が
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
木
戸
幸
［
に
よ
る
退
位
論
…
民
衆
と
の
「
道
徳
」
的
関
係
か
ら

　
こ
の
よ
う
に
す
で
に
宮
中
で
は
退
位
問
題
は
決
着
が
つ
い
て
い
た
が
、
A
級
戦
犯
と
し
て
服
役
中
で
あ
っ
た
元
内
大
臣
の
木
戸
幸
一
は
そ
の

こ
と
を
知
ら
ず
、
一
九
五
～
年
一
〇
月
一
七
日
、
松
平
康
昌
式
部
官
長
（
内
大
臣
時
代
の
秘
書
官
長
）
へ
次
の
よ
う
な
伝
言
を
述
べ
た
。

　
陛
下
二
御
別
レ
申
上
野
ル
際
ニ
モ
ニ
　
口
上
シ
置
キ
タ
ル
ガ
、
今
度
ノ
敗
戦
ニ
ツ
イ
テ
ハ
何
ト
シ
テ
モ
陛
下
二
恩
責
任
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ヲ
完
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講和条約期における天皇退位問題（河西）

　
全
二
御
履
行
ニ
ナ
リ
タ
ル
時
、
換
醤
ス
レ
バ
講
和
条
約
ノ
成
立
シ
タ
ル
時
、
皇
祖
皇
宗
二
対
シ
、
又
国
民
二
対
シ
、
責
任
ヲ
オ
ト
リ
被
遊
、
御
退
位
被
遊
ガ

　
至
当
ナ
リ
ト
思
フ
…
…
コ
レ
ニ
ヨ
リ
戦
没
、
戦
傷
者
ノ
遺
家
族
、
未
帰
還
者
、
戦
犯
者
ノ
家
族
酒
蔵
力
報
ヒ
ラ
レ
タ
ル
が
如
キ
慰
ヲ
感
ジ
、
乱
曲
ヲ
中
心
ト

　
シ
テ
ノ
国
家
的
団
結
二
資
ス
ル
コ
ト
ハ
頗
ル
大
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
ハ
ル
。
若
シ
如
斯
セ
ザ
レ
バ
、
皇
室
丈
が
遂
二
責
任
ヲ
オ
ト
リ
ニ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
何

　
盤
割
リ
切
レ
ヌ
空
気
ヲ
残
シ
、
永
久
ノ
禍
根
ト
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヤ
ヲ
虞
レ
ル
。
万
一
、
今
直
二
御
実
行
ハ
困
難
ト
シ
テ
モ
、
其
ノ
思
召
ニ
シ
テ
洩
レ
承
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
コ
ト
ヲ
得
バ
、
国
民
ノ
心
裏
二
与
フ
ル
好
影
響
ハ
甚
大
ナ
リ
ト
思
フ

　
敗
戦
前
は
政
治
の
最
も
中
枢
部
に
い
た
木
戸
は
、
天
皇
に
は
何
ら
か
の
戦
争
責
任
が
存
在
し
、
何
も
責
任
を
取
ら
な
い
こ
と
は
人
々
の
中
に

「
何
か
割
り
切
れ
」
な
い
感
情
を
残
す
、
今
後
の
天
皇
制
存
続
の
た
め
に
天
皇
が
退
位
す
る
こ
と
で
そ
の
問
題
を
解
消
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
た
。

　
し
か
も
そ
れ
は
「
陛
下
二
御
壷
レ
申
上
タ
ル
際
」
、
つ
ま
り
木
戸
と
天
皇
が
最
後
に
会
っ
た
一
九
四
五
年
一
二
月
一
〇
日
に
は
進
言
し
て
い

た
と
雷
う
。
木
戸
は
～
九
四
五
年
宋
に
は
す
で
に
退
位
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
木
戸
は
、
講
和
独
立
が
「
新
生
日
本
」
の
国
家
と

し
て
の
新
た
な
出
発
点
で
あ
り
、
そ
の
出
発
点
こ
そ
が
新
た
な
天
皇
へ
の
交
代
に
最
適
か
つ
最
終
機
会
と
考
え
た
こ
と
か
ら
退
位
を
主
張
し
た
。

敗
戦
直
後
の
木
戸
は
天
皇
の
退
位
の
意
思
を
聞
き
、
天
皇
制
自
体
の
存
続
が
不
透
明
な
時
期
に
は
「
或
い
は
皇
室
の
基
礎
に
動
揺
を
来
し
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
如
く
に
考
え
、
其
結
果
、
民
主
的
国
家
組
織
（
共
和
制
）
等
の
論
を
呼
起
す
の
虞
も
あ
り
」
と
退
位
に
反
対
し
た
。
し
か
し
こ
う
言
う
な
ら

ば
、
天
皇
制
自
体
が
存
続
を
保
障
さ
れ
、
退
位
が
動
揺
を
生
ま
な
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
時
な
ら
ば
、
退
位
は
問
題
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し

ろ
講
和
条
約
期
の
木
戸
は
、
退
位
に
よ
っ
て
天
皇
が
戦
争
責
任
を
取
っ
た
こ
と
を
明
確
に
人
々
に
示
す
こ
と
で
、
「
禍
根
」
を
残
さ
な
い
よ
う

に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
木
戸
は
、
「
新
生
日
本
」
の
出
発
に
あ
た
っ
て
過
去
を
清
算
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
期
な
ら
ば
、

今
ま
で
動
揺
を
生
み
出
す
危
険
性
の
あ
っ
た
退
位
が
、
逆
に
天
皇
が
責
任
を
取
る
と
い
う
「
道
徳
」
的
振
る
舞
い
を
人
々
に
示
し
、
「
好
影

響
」
を
与
え
る
も
の
に
転
化
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
木
戸
が
退
位
論
の
中
で
人
々
と
天
皇
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
点
は
、
｝
九
四
六
年
の
南
原
の
責
任
論
と
同
じ
方
向
性
を
有
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し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
南
原
は
前
述
の
よ
う
に
、
「
陛
下
に
政
治
上
、
法
律
的
責
任
の
な
い
こ
と
は
明
白
」
と
断
っ
た
上
で
、
し
か
し

「
国
民
を
悲
惨
な
状
況
に
陥
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宗
祖
に
対
し
、
ま
た
国
民
に
対
し
道
徳
的
、
精
神
的
な
責
任
」
が
あ
る
と
述
べ
、
人
々

と
天
皇
の
「
道
徳
」
的
関
係
か
ら
の
責
任
論
を
主
張
し
た
［
朝
日
4
6
・
4
・
3
0
④
］
。
こ
う
し
た
人
々
と
天
皇
と
の
「
歴
史
」
に
基
づ
い
た
「
道

徳
」
的
関
係
は
、
「
象
徴
と
し
て
の
天
皇
が
…
…
率
先
し
て
国
富
の
規
範
た
り
、
理
想
」
で
あ
る
こ
と
で
成
立
し
て
き
た
と
南
原
は
言
う
。
そ

し
て
人
々
を
悲
惨
な
状
態
に
陥
れ
た
と
い
う
、
あ
る
べ
き
君
主
と
し
て
の
振
る
舞
い
が
で
き
な
か
っ
た
天
皇
が
「
国
民
に
対
し
道
徳
的
、
精
神

的
な
責
任
を
」
感
じ
て
退
位
す
れ
ば
、
人
々
は
そ
の
天
皇
の
姿
に
感
動
し
、
「
国
民
の
規
範
た
り
、
理
想
た
る
」
天
皇
制
に
近
づ
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
述
べ
、
天
皇
退
位
を
主
張
し
た
。
木
戸
も
「
皇
室
を
中
心
と
し
て
の
国
家
的
団
結
」
と
言
っ
た
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
歴

史
」
的
に
天
皇
は
人
々
の
統
一
の
表
象
と
し
て
の
役
割
の
「
道
徳
」
的
な
規
範
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
だ
か
ら
こ
そ
南
原
同
様
に
、
天
皇
が

人
々
に
示
す
「
道
徳
」
的
な
模
範
的
行
為
と
し
て
の
退
位
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。

　
木
戸
の
退
位
論
が
非
常
に
興
味
深
い
の
は
こ
の
点
に
あ
る
。
津
田
左
右
吉
や
和
辻
哲
郎
な
ど
の
番
説
と
、
「
歴
史
」
や
「
道
徳
」
と
い
う
観

点
で
人
々
と
天
皇
の
関
係
を
見
る
こ
と
で
は
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
、
そ
の
結
論
が
全
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
津
田
や
和
辻
ら
は
近
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

天
皇
制
の
「
歴
史
」
の
中
の
例
外
と
考
え
、
天
皇
の
戦
争
責
任
を
追
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
敗
戦
前
に
天
皇
を
間
近
で
見
て
い
た
木
戸
は
そ

う
考
え
ず
、
人
々
の
統
一
の
表
象
で
あ
る
天
皇
が
こ
こ
で
何
も
責
任
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
人
々
と
の
関
係
を
重
視
し
て
き
た
天
皇
制
の
「
歴

史
」
を
継
承
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
警
戒
し
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
の
感
情
は
む
し
ろ
津
田
や
和
辻
に
近
く
、
天
皇
は
退
位
せ
ず

に
明
仁
皇
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
象
徴
天
皇
制
は
支
持
基
盤
を
形
成
し
て
い
く
が
、
木
戸
の
論
理
が
そ
の
他
の
退
位
論
に
も
通
底
し
て
い

た
こ
と
は
、
象
徴
天
皇
が
「
道
徳
」
的
存
在
と
し
て
人
々
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
木
戸
は
元
内
大
臣
と
し
て
天
皇
制
に
対
す
る
深
い
忠
誠
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
退
位
を
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
講
和
条
約
調
印
時
の
日

記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
余
震
一
筋
二
皇
室
ノ
御
安
泰
ト
国
体
護
持
ヲ
念
願
シ
テ
之
が
達
成
ヲ
目
標
ト
シ
テ
総
テ
ノ
事
に
当
ツ
タ
…
…
ラ
ヂ

オ
ニ
ユ
ー
ス
ヲ
聴
イ
テ
居
ル
ト
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
今
日
ノ
陛
下
ノ
御
心
持
ヲ
種
々
ト
報
道
シ
テ
居
ッ
タ
。
陛
下
モ
晦
…
カ
シ
御
安
心
ニ
ナ
ツ
タ
ロ
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講和条約期における天皇退位問題（河西）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ウ
ト
思
ツ
タ
ラ
涙
が
出
テ
来
掛
」
と
天
皇
個
人
や
そ
の
境
遇
に
同
情
し
、
涙
を
流
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
天
皇
制
に
対
し
て
の
忠
誠
や
存
置
を
願

う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
天
皇
個
人
に
は
同
情
す
る
け
れ
ど
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
完
全
に
履
行
さ
れ
て
訴
追
の
心
配
が
な
く
な
っ
た

今
な
ら
ば
天
皇
へ
の
危
害
も
な
い
と
考
え
、
天
皇
制
と
い
う
制
度
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
退
位
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
木
戸
の
退
位
の
提
案
に
対
し
て
松
平
か
ら
の
返
答
は
、
「
御
退
位
ノ
御
希
望
ハ
陛
下
御
自
身
ニ
モ
ア
リ
…
…
ロ
ハ
吉
田
首
相
ハ
至
テ
此
ノ
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
〕
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ニ
ツ
イ
テ
無
関
心
ナ
ル
様
子
ナ
デ
苦
慮
シ
テ
居
ル
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
～
○
月
の
木
戸
に
よ
る
退
位
の
提
案
以
前
に
、
吉

田
と
天
皇
の
間
で
退
位
な
し
の
方
針
が
確
認
さ
れ
、
宮
中
で
も
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
天
皇
に
退
位

の
意
思
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
元
重
臣
の
提
案
を
無
下
に
却
下
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
吉
田

の
反
対
に
よ
っ
て
退
位
は
で
き
な
い
と
強
調
す
る
返
答
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
聞
い
た
木
戸
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
実
際
ノ
政
治
ト
シ
テ
此
ノ
際
、
直
二
実
現
困
難
ナ
ル
ベ
キ
コ
ト
ハ
了
解
シ
得
ル
ト
モ
、
虫
リ
ト
テ
、
此
ノ
儘
、
掌
骨
時
ヲ
過
セ
バ
、
モ
ハ
や
機
会
ハ
ナ
ク
、

　
万
一
、
世
論
ノ
変
動
ニ
ヨ
リ
種
々
議
論
セ
ラ
レ
タ
ル
後
、
御
退
位
ヲ
余
儀
ナ
ク
サ
レ
ル
・
ゴ
ト
キ
ア
リ
テ
ハ
、
誠
二
遣
憾
ナ
リ
。
事
実
、
思
召
ノ
ア
ル
ト
コ

　
ロ
ヲ
明
ニ
ス
ル
機
会
ハ
講
和
成
立
ノ
時
が
唯
一
ニ
シ
テ
、
最
後
ノ
機
会
ナ
リ
ト
思
フ

　
こ
こ
で
も
木
戸
は
、
講
和
条
約
期
に
天
皇
が
責
任
を
示
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
「
新
生
日
本
」
の
出
発
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
が

人
々
に
対
し
て
「
道
徳
」
的
な
責
任
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
木
戸
の
強
い
意
思
が
見
え
る
。
木
戸
の
こ
の
提
案
よ
り
以
前
か
ら
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
講
和
条
約
発
効
式
典
で
の
天
皇
の
「
お
言
葉
」
の
検
討
が
始
ま
っ
て
お
り
、
一
九
五
二
年
四
月
四
日
に
は
「
天
皇
御
退
位
ノ

問
題
ニ
ツ
キ
、
吉
田
首
相
モ
漸
ク
納
得
シ
テ
独
立
ノ
記
念
日
等
ノ
機
会
二
陛
下
ヨ
リ
聖
天
意
思
ヲ
仰
セ
出
サ
ル
・
様
、
考
慮
中
ナ
ル
ガ
、
何
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
〕
　
　
　
⑩

国
家
ト
シ
テ
ハ
、
御
在
位
ヲ
前
提
ト
シ
テ
居
ル
タ
メ
、
発
表
ノ
案
分
が
中
々
書
ケ
ナ
イ
ノ
デ
行
難
ン
デ
居
ル
」
と
、
木
戸
に
伝
え
ら
れ
た
。

「
お
雷
葉
」
の
文
言
を
め
ぐ
っ
て
、
宮
中
・
政
府
で
は
様
々
な
模
索
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
講
和
条
約
発
効
式
典
で
の
天
皇
は
自
身
の
戦
争
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

任
を
明
確
に
言
及
せ
ず
、
今
後
も
在
位
し
続
け
る
旨
の
「
お
言
葉
」
を
読
み
上
げ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
木
戸
が
講
和
条
約
期
に
退
位
論
を
展
開
し
た
の
は
、
天
皇
制
が
安
定
的
に
存
続
す
る
た
め
の
不
安
材
料
を
こ
こ
で
解
消
し
よ
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う
と
し
た
た
め
だ
っ
た
。
木
戸
は
天
皇
が
人
々
に
対
す
る
「
道
徳
」
的
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
責
任
を
取
る
こ
と
で
人
々
に
対
し
て
「
好

影
響
」
が
得
ら
れ
る
と
確
信
し
、
退
位
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
木
戸
が
戦
没
者
遺
族
に
言
及
し
て
人
々
と
天
皇
と
の
関
係
の
中
で
退
位
を
主

張
す
る
点
は
、
敗
戦
前
か
ら
続
く
「
一
君
万
民
」
「
君
民
一
体
」
論
の
系
譜
を
受
け
継
い
で
い
た
。
次
章
で
は
、
そ
れ
ら
と
「
新
生
日
本
」
を

根
拠
に
据
え
た
退
位
論
を
検
討
し
た
い
。

①
松
尾
前
掲
欄
日
本
の
歴
史
⑳
国
際
国
家
へ
の
出
発
幅
＝
七
～
一
二
二
頁
。

②
特
に
高
松
宮
は
、
「
天
皇
退
位
説
に
は
高
松
宮
殿
下
は
積
極
論
者
」
と
マ
ス
コ

　
ミ
で
噂
さ
れ
て
い
た
［
都
5
1
・
1
0
・
3
1
②
（
『
都
新
聞
㎞
は
京
都
の
地
域
紙
）
］
。

③
大
正
教
養
虫
義
者
に
関
し
て
は
、
久
野
収
・
鶴
見
俊
輔
・
藤
田
省
三
『
戦
後
日

　
本
の
思
想
蜘
（
勤
草
諾
諾
、
　
一
九
六
六
年
、
後
に
岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

　
復
刊
、
一
九
九
五
年
）
、
赤
沢
前
掲
「
象
徴
天
皇
制
の
形
成
と
戦
争
亭
亭
尊
し
、
同

　
前
掲
門
戦
後
民
主
主
義
論
」
、
安
砥
常
雄
「
象
徴
天
皇
制
の
五
〇
年
扁
（
歴
史
学
研

　
究
会
編
魍
戦
後
五
〇
年
を
ど
う
見
る
か
臨
青
木
書
店
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
を
参

　
照
の
こ
と
。

④
藤
樫
前
掲
㎎
千
代
田
城
』
一
＝
頁
、
松
尾
平
筆
「
象
徴
天
皇
制
の
成
立
に
つ

　
い
て
の
覚
轡
」
（
『
思
想
島
～
九
九
〇
年
四
月
号
、
後
に
同
噸
戦
後
日
本
へ
の
出

　
乱
丁
に
収
録
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
七
六
～
八
三
頁
）
。

⑤
「
木
戸
日
記
」
一
九
五
～
年
一
〇
月
～
七
日
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

　
蔵
）
。

⑥
『
木
戸
幸
一
日
記
勧
下
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
～
九
六
六
年
、
～
九
四
五
年

　
八
月
二
九
日
条
）
。

⑦
津
田
・
和
辻
の
天
皇
論
に
関
し
て
は
、
米
谷
匡
史
「
津
田
左
右
吉
・
和
辻
哲
郎

　
の
天
皇
論
」
（
網
野
善
彦
他
編
『
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
』
1
、
岩
波
書
店
、
二

　
〇
〇
二
年
）
、
赤
坂
憲
雄
糊
象
徴
天
皇
と
い
う
物
語
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇

　
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

⑧
「
木
戸
蹟
記
」
一
九
五
…
年
九
月
九
日
。

⑨
「
木
戸
臼
記
」
一
九
五
一
年
＝
月
二
八
日
。

⑩
「
木
芦
鶏
記
」
一
九
五
二
年
四
月
四
日
。

⑪
門
お
言
葉
」
を
聞
い
た
木
戸
は
、
「
国
民
に
陳
謝
す
る
と
か
、
何
ら
か
の
表
現
が

　
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
れ
で
は
侮
か
奥
歯
に
物
が
挟
ま
っ
た
い

　
い
廻
し
で
、
国
民
が
真
か
ら
納
得
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
な
こ
と
だ

　
つ
た
」
と
語
っ
た
（
扇
橋
紘
「
象
徴
天
皇
の
誕
生
」
金
原
左
門
『
戦
後
史
の
焦

　
点
㎞
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
、
九
七
頁
）
。
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3

「
新
生
日
本
」
の
出
発
と
退
位
論

（
1
）
　
＝
君
万
民
」
「
君
民
一
体
」
と
「
新
生
日
本
」

講
和
条
約
期
の
退
位
論
は
「
道
徳
」
的
退
位
論
を
継
承
し
つ
つ
、
「
新
生
日
本
」
と
い
う
観
点
を
組
み
込
ん
で
展
開
さ
れ
た
。
本
章
で
は
後



講和条約期における天皇退位問題（河西）

者
の
位
置
づ
け
が
よ
り
強
く
、
そ
し
て
「
一
襲
万
民
」
「
君
民
一
体
」
と
い
う
観
点
を
も
有
し
て
い
た
退
位
論
を
検
討
す
る
。
ま
ず
政
治
学
者

矢
部
貞
治
と
そ
の
教
え
子
で
あ
る
野
党
民
主
党
の
衆
院
議
員
中
曾
根
康
弘
に
よ
る
退
位
論
を
見
る
。
本
稿
が
こ
れ
ま
で
に
注
目
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
矢
部
の
講
和
条
約
期
の
退
位
論
に
注
目
す
る
の
は
、
矢
部
が
講
和
条
約
期
の
最
も
初
期
に
体
系
的
な
退
位
論
を
公
表
し
て
お
り
、
中
曾
根

の
退
位
論
な
ど
へ
の
彼
の
影
響
は
大
き
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
矢
部
は
戦
時
中
か
ら
人
々
と
天
皇
の
結
び
つ
き
の
強
化
匪
＝
君
万
民
」
論
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
す
で
に
敗
戦
直

後
か
ら
天
皇
退
位
論
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
こ
で
、
「
一
町
万
民
」
「
君
民
一
体
」
概
念
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
＝
君
万
民
」
は
明

治
期
に
あ
っ
て
は
も
と
も
と
、
「
天
皇
を
超
越
的
地
位
に
置
く
た
め
に
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
民
は
超
越
数
に
対
し
て
は
同
等
の
地

　
　
　
②

位
に
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
詳
し
く
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
次
第
に
こ
の
概
念
か
ら
「
超
越
」
性
が
欠
落
し
（
戦
時

中
に
か
け
て
｛
時
復
活
す
る
が
）
、
敗
戦
後
に
天
皇
制
が
「
象
徴
」
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
い
わ
ゆ
る
天
皇
の
神
が
か
り
的
な
権
威
が
否
定
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
た
結
果
、
中
間
勢
力
の
い
な
い
人
々
と
天
皇
の
強
い
結
び
つ
き
、
天
皇
へ
の
親
し
み
を
示
す
概
念
へ
と
特
化
し
て
い
っ
た
の
で

　
③

あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
矢
部
も
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
人
々
と
天
皇
と
の
関
係
を
重
要
視
す
る
中
で
、
矢
部
は
退
位
を
主
張
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
。
矢
部
は
一
九
四
八
年
に
も
退
位
が
必
要
だ
と
述
べ
て
お
り
、
敗
戦
後
一
貫
し
て
天
皇
退
位
の
考
え
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
矢
部
が
、
講

和
条
約
期
に
な
っ
て
再
び
大
々
的
に
退
位
論
を
展
開
し
た
の
は
、
一
九
五
一
年
～
二
月
二
三
・
二
四
B
の
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
独

立
日
本
と
天
皇
制
」
と
題
す
る
座
談
会
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
座
談
会
は
一
九
五
一
年
～
二
月
～
九
日
に
『
読
売
新
聞
』
の
記
者
よ
り
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
あ
り
、
矢
部
は
「
天
皇
の
退
位
問
題
だ
と
い
う
の
で
嫌
だ
が
、
仕
方
な
く
出
」
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
矢
部
が
『
読
売

新
聞
』
側
か
ら
退
位
問
題
を
話
題
と
す
る
よ
う
に
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
座
談
会
の
見
出
し
で
も
、
「
譲
位
で
新
し
い
出
発
　
国

際
的
に
も
好
影
響
を
与
え
ん
」
と
矢
部
の
退
位
論
が
大
き
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
退
位
問
題
を
ア
ピ
ー
ル
し
ょ
う
と
す
る
『
読

売
新
聞
撫
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
他
紙
に
比
べ
、
『
読
売
新
聞
』
は
退
位
を
論
ず
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
後
述
す
る
よ

う
な
講
和
条
約
期
の
退
位
論
に
お
け
る
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
力
の
大
き
さ
と
積
極
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
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座
談
会
で
矢
部
は
ま
ず
、
「
国
家
統
合
の
象
徴
と
し
て
あ
る
い
は
最
高
の
仲
裁
者
、
調
節
者
」
と
し
て
の
君
主
制
は
必
要
で
あ
っ
て
、
罠
主

主
義
と
は
矛
盾
し
な
い
と
述
べ
、
象
徴
天
皇
制
を
支
持
す
る
［
読
売
5
1
・
1
2
・
2
4
①
、
以
下
特
に
注
記
が
な
く
て
も
こ
の
発
言
か
ら
引
用
］
。
そ
し
て

こ
う
し
た
国
家
や
人
々
へ
の
「
求
心
的
要
素
」
を
持
っ
た
天
皇
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
天
皇
は
退
位
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
な

ぜ
退
位
が
必
要
な
の
か
。
矢
部
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
法
律
論
や
政
治
吉
上
の
責
任
論
を
別
に
し
て
も
、
そ
の
何
千
年
か
続
い
て
来
た
日
本
の
国
が
こ
の
よ
う
な
異
常
な
状
態
に
い
ま
の
天
皇
の
代
に
な
っ
た
と
い

　
う
こ
と
は
こ
れ
は
法
律
上
や
政
治
上
の
責
任
論
と
は
別
に
、
そ
こ
に
｝
つ
の
や
は
り
道
徳
的
な
問
題
が
あ
る

　
矢
部
に
よ
れ
ば
、
敗
戦
前
の
天
皇
に
は
「
憲
法
論
と
し
て
の
責
任
は
な
」
か
っ
た
が
、
公
開
さ
れ
た
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
や
『
木
戸
幸
一

日
記
』
を
研
究
す
る
と
（
当
時
矢
部
は
近
衛
文
麿
の
伝
記
を
執
筆
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
を
読
ん
で
い
た
）
、
国
家
の
様
々
な
意
思
決
定
の
場
面
や
戦

争
・
作
戦
の
遂
行
時
に
は
天
皇
は
指
導
的
役
割
を
演
じ
る
余
地
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
皇
が
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

「
道
徳
」
的
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
権
能
か
ら
は
責
任
が

問
わ
れ
な
い
が
、
国
家
の
指
導
者
と
し
て
戦
争
そ
し
て
敗
戦
を
導
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
「
道
徳
」
的
責
任
は
存
在
す
る
と
矢
部
は
問

う
た
。
つ
ま
り
天
皇
は
国
家
や
人
々
を
現
在
の
状
態
に
陥
ら
せ
た
責
任
を
取
っ
て
退
位
す
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
よ
う
に
退
位
し
な
け
れ

ば
、
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
基
盤
と
す
る
天
皇
制
は
維
持
で
き
な
い
と
矢
部
は
考
え
た
。
矢
部
は
特
に
、
国
内
外
の
世
論
な
ど
の
圧
力
に
よ
っ

て
天
皇
が
退
位
す
る
の
で
は
な
く
、
天
皇
自
身
の
決
断
に
よ
る
「
自
主
的
退
位
」
に
圃
製
し
た
。
そ
れ
は
、
天
皇
が
自
ら
責
任
を
感
じ
て
退
位

す
る
と
い
う
行
為
こ
そ
が
、
人
々
に
天
皇
の
「
道
徳
」
的
振
る
舞
い
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
と
い
う
国
家
の
「
道
徳
」
的
模
範
と
し
て

の
象
徴
天
皇
像
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
矢
部
の
「
一
石
万
民
」
「
君
民
一
体
」
論
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
退
位
論
は
、
人
々
と
天
皇
と
の
関
係
を
「
道
徳
」
に
基
づ
い
て
規
定
す
る
木
戸
や
そ
れ
以
前
の
退
位
論
と
同
質
の
議
論
展
開
で
あ
っ
た
。

　
で
は
矢
部
の
退
位
論
の
、
他
の
そ
れ
と
は
異
な
る
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
第
一
に
、
前
述
の
よ
う
に
敗
戦
後
に
次
々
と
公
表
さ
れ
た
史

料
か
ら
近
代
天
皇
制
の
政
治
過
程
を
丹
念
に
検
討
し
、
そ
の
作
業
の
中
で
考
え
出
さ
れ
た
「
道
徳
」
的
責
任
論
を
基
に
、
退
位
論
を
主
張
し
た
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こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
は
、
矢
部
が
講
和
条
約
期
に
再
び
退
位
論
を
提
起
し
た
理
由
の
中
に
示
さ
れ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
目
の
前
に
あ
る
心
配
が
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
平
和
条
約
も
で
き
て
独
立
国
と
し
て
新
し
い
気
持
で
国
際
社
会
に
出
て
行
こ
う
と
い
う
時
ち
ょ

　
う
ど
は
つ
ら
つ
と
し
た
皇
太
子
も
成
年
に
達
せ
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
し
、
こ
・
ら
で
天
皇
が
退
位
さ
れ
て
新
し
い
皇
太
子
を
立
て
・
行
こ
う
と
い
う
こ
と
は

　
日
本
の
将
来
と
い
う
点
か
ら
い
っ
て
…
…
考
慮
に
値
す
る

　
こ
こ
で
は
、
講
和
独
立
と
皇
太
子
が
退
位
を
主
張
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
講
和
条
約
発
効
と
と
も
に
「
新
生
日

本
」
と
し
て
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
、
そ
う
し
た
国
家
の
新
た
な
出
発
と
、
青
年
と
し
て
新
た
に
表
舞
台
に
立
つ
皇
太
子
の
清
新
な
イ
メ
ー
ジ

が
重
ね
合
わ
さ
れ
、
国
内
で
は
皇
太
子
に
対
し
て
大
き
な
期
待
感
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
矢
部
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
な
ら
ば
天
皇
が
退
位
し
た
後
、
成
人
し
て
い
な
い
明
仁
を
誰
が
補
佐
す
る
摂
政
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て

い
た
が
、
講
和
条
約
期
に
は
皇
太
子
は
成
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
心
配
す
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
と
矢
部
は
述
べ
る
。
む
し
ろ
皇
太

子
は
、
戦
争
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
ず
る
天
皇
よ
り
も
こ
れ
か
ら
再
出
発
す
る
「
薪
生
日
本
」
の
国
家
像
に
適
合
的
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
矢
部

は
、
こ
の
講
和
条
約
発
効
を
目
前
に
控
え
た
時
期
に
再
び
退
位
論
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
矢
部
は
、
「
道
徳
」
的
責
任
論
と

「
新
生
日
本
」
の
二
つ
を
根
拠
と
し
て
退
位
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）
　
「
人
間
」
天
皇
と
「
新
生
日
本
」

レ

　
矢
部
の
考
え
方
は
、
東
大
で
の
教
え
子
で
、
当
時
も
交
流
の
あ
っ
た
中
曾
根
康
弘
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
翌
一
九
五
二
年
一
月
、
中
曾

根
は
衆
院
予
算
委
員
会
の
中
で
次
の
よ
う
に
退
位
論
を
展
開
す
る
。

　
現
天
皇
が
一
貫
し
て
平
和
論
者
で
あ
っ
て
、
戦
争
の
形
式
的
責
任
が
な
い
…
…
〔
し
か
し
戦
争
に
つ
い
て
の
〕
天
皇
の
人
間
的
苦
悩
が
、
外
か
ら
の
束
縛
に

　
よ
っ
て
ほ
ぐ
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
束
縛
を
解
く
こ
と
が
、
古
く
し
て
新
し
い
天
皇
制
に
ふ
さ
わ
し
い
…
…
も
し
天
皇
は
御
み
ず
か
ら
の
御

　
意
思
で
御
退
位
あ
そ
ば
さ
れ
る
な
ら
…
…
最
後
の
機
会
と
し
て
、
平
和
条
約
発
効
の
日
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
…
…
皇
太
子
も
成
年
に
達
せ
ら
れ
、
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戦
死
者
の
遺
家
族
た
ち
に
も
あ
た
た
か
い
国
家
的
感
謝
を
捧
げ
得
る
こ
と
に
な
っ
た
今
日
、
天
皇
が
み
ず
か
ら
御
退
位
あ
そ
ば
さ
れ
る
こ
と
は
、
遺
家
族
そ

　
の
他
の
戦
争
犠
牲
者
た
ち
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
、
天
皇
制
の
道
徳
的
基
礎
を
確
立
し
、
天
皇
制
を
若
返
ら
せ
る
と
と
も
に
、
確
固
不
抜
の
も
の
に
護
持
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
る
ゆ
え
ん
の
も
の
で
あ
る
と
説
く
者
も
あ
り
ま
す
［
衆
予
算
5
2
・
1
・
3
1
］

　
中
曾
根
は
、
敗
戦
後
に
「
人
間
」
と
な
っ
た
天
皇
は
戦
争
責
任
に
つ
い
て
自
ら
苦
悩
を
感
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
解
放
す
る
た
め

に
退
位
す
る
こ
と
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
象
徴
天
皇
制
に
ふ
さ
わ
し
い
と
述
べ
る
。
し
か
も
退
位
す
る
こ
と
で
、
人
々
に
「
感
銘
を
与
え
」
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
人
々
に
対
し
て
天
皇
は
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
苦
悩
を
感
じ
る
「
人
聞
」
だ
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
よ
り
身
近
と
な
っ
た
天
皇
像
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
曾
根
が
こ
の
時
期
政
府
が
準
備
し
て
い
た
戦
争

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
な
ど
の
戦
争
に
対
す
る
国
家
補
償
の
問
題
に
翻
心
し
て
退
位
論
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
人
々
と
天
皇
と

の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
戦
争
の
傷
跡
を
い
か
に
精
算
し
、
「
新
生
日
本
」
と
し
て
再
出
発
す
る
か
は
、
当
時
の
重
要

な
政
治
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
退
位
に
よ
っ
て
天
皇
が
「
道
徳
」
的
責
任
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
天
皇
の
責
任
・
そ
し
て

過
去
の
戦
争
を
精
算
し
、
そ
の
上
で
国
家
と
し
て
の
再
出
発
を
図
ろ
う
と
中
曾
根
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
し
て
天
皇
が
自
ら
責
任
を
感
じ
て
退
位
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
自
分
た
ち
の
「
道
徳
」
的
模
範
、
日
本
と
い
う
国
家
の
「
道
徳
」
を
体
現

す
る
存
在
と
し
て
天
皇
を
見
、
そ
う
し
た
天
皇
に
感
銘
を
受
け
、
よ
り
強
固
な
天
皇
制
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
と
中
曾
根
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

彼
の
退
位
論
は
、
木
戸
や
矢
部
と
同
様
に
、
人
々
と
の
精
神
的
紐
帯
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
講
和
独
立
・
皇
太
子
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
来
る
の
を
見
る
と
、
中
曾
根
が
師
で
あ
る
矢
部
の
退
位
論
に
大
き
く
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　
こ
の
退
位
論
は
ま
た
、
中
曾
根
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
曾
根
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
、

民
族
独
立
を
噛
え
て
憲
法
改
正
を
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
は
G
H
Q
に
よ
る
「
押
し
つ
け
憲
法
」
で
あ
る
と
展
開
し
、

「
老
朽
化
し
た
…
…
日
本
民
族
の
若
返
り
と
日
本
の
新
し
い
発
展
」
の
た
め
に
改
憲
を
主
張
す
る
。
中
曾
根
は
、
「
自
主
憲
法
」
に
よ
る
天
皇
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の
地
位
は
「
政
治
的
権
限
を
現
在
以
上
に
拡
大
し
な
い
…
…
精
神
的
な
国
艮
統
合
の
中
心
と
し
て
存
在
す
る
」
と
留
保
を
か
け
つ
つ
も
、
宣

戦
・
講
和
・
非
常
事
態
宣
言
及
び
緊
急
命
令
の
公
布
、
条
約
批
准
な
ど
の
強
大
な
権
限
を
「
外
国
に
対
す
る
外
交
儀
礼
上
の
配
慮
か
ら
」
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
元
首
」
と
し
て
い
る
。
中
曾
根
は
吉
田
首
相
の
進
め
る
対
米
依
存
方
針
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
お
り
、
自
立
し
た
強
力
な
国
家
を
建
設
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
表
象
的
な
存
在
と
し
て
、
天
皇
の
地
位
を
改
正
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
よ
り
重
要
な
の

は
、
渡
辺
治
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
元
首
化
論
が
昭
和
天
皇
の
下
で
は
な
く
、
明
仁
皇
太
子
が
天
皇
に
即
位
し
た
こ
と
を
前
提
に
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
中
曾
根
は
自
主
・
若
返
り
（
こ
れ
は
退
位
論
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
「
新
生
日
本
」
の
再

出
発
と
し
て
の
独
立
を
機
に
、
対
米
依
存
か
ら
の
脱
却
、
国
際
社
会
で
発
言
権
を
獲
得
し
た
上
で
の
復
帰
を
目
指
し
た
。
中
曾
根
に
と
っ
て
昭

和
天
皇
よ
り
も
、
若
く
て
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
明
仁
皇
太
子
の
方
が
自
ら
の
構
想
す
る
「
新
生
日
本
」
イ
メ
ー
ジ
に
適
合
的
だ
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
こ
の
時
期
に
、
中
曾
根
は
天
皇
退
位
論
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
矢
部
・
中
曾
根
の
退
位
論
は
、
敗
戦
前
の
日
本
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
天
皇
を
退
位
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
新
生
日
本
」
の
出
発
に
適
合
的
な
天

皇
制
に
一
新
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
象
徴
天
皇
制
と
適
合
的
な
＝
霜
万
民
」
「
君
民
｝
体
」
論
を
背
景
に
し
て
、
天
皇
が
「
道
徳
」
的
な
責

任
を
取
っ
た
こ
と
を
人
々
に
示
す
こ
と
で
、
「
道
徳
」
的
な
存
在
と
し
て
の
天
皇
像
を
強
調
し
、
「
新
生
日
本
」
の
出
発
を
機
に
天
皇
制
を
再
構

築
し
ょ
う
と
す
る
構
想
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
退
位
論
は
人
々
か
ら
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
敗
戦
後
に
「
人
間
」

宣
雷
な
ど
の
「
民
主
」
化
を
経
て
「
象
徴
し
と
な
っ
た
天
皇
嗣
は
す
で
に
コ
君
万
民
」
「
君
民
㏄
体
」
で
あ
る
と
の
心
情
が
広
が
っ
て
い
た

　
　
　
　
⑨

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
矢
部
・
中
曾
根
に
よ
る
提
起
は
、
講
和
独
立
に
伴
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
か
ら
「
新
生
日
本
」
を
人
々
に
強
く
意

識
さ
せ
、
そ
れ
に
適
合
的
な
皇
太
子
の
存
在
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

（
3
）
　
「
再
軍
備
」
反
対
の
観
点
か
ら
の
提
起

こ
の
他
に
「
新
生
日
本
」
と
の
関
係
で
退
位
を
主
張
し
た
人
物
と
し
て
、
市
川
房
枝
が
い
た
。
市
川
は
矢
部
や
中
曾
根
の
よ
う
に
「
新
生
日
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本
」
の
出
発
を
念
頭
に
置
き
、
明
仁
皇
太
子
へ
の
期
待
か
ら
天
皇
退
位
を
主
張
し
て
い
る
が
、
彼
ら
と
は
異
な
り
「
再
軍
備
」
に
反
対
す
る
意

味
か
ら
退
位
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

　
市
川
は
一
九
五
〇
年
一
〇
月
に
公
職
追
放
が
解
除
さ
れ
、
そ
れ
以
後
活
発
に
婦
人
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
再

軍
備
」
反
対
の
運
動
で
あ
る
。
市
川
は
「
再
軍
備
に
つ
い
て
は
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
が
説
か
れ
、
ど
ろ
ぼ
う
に
対
し
て
戸
締
ま
り
が
必
要
な
如

く
、
国
の
戸
締
ま
り
と
し
て
軍
備
が
必
要
だ
と
主
張
さ
れ
…
…
こ
の
議
論
が
一
応
も
っ
と
も
に
思
わ
れ
『
そ
れ
で
は
仕
方
が
な
い
』
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
な
り
が
ち
」
に
な
る
こ
と
を
警
戒
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
戦
時
中
に
も
同
様
の
「
誇
張
」
が
あ
り
、
そ
の
後
に
戦
争
が
激
化
し
て
敗
戦
に
至

っ
た
と
市
川
は
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
女
性
の
立
場
か
ら
、
「
だ
ま
さ
れ
て
夫
や
子
供
を
と
ら
れ
た
悔
い
を
、
二
度
と
再
び
く
り

返
さ
な
い
た
め
に
」
、
「
再
軍
備
」
に
反
対
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
市
川
は
、
安
保
条
約
発
効
に
よ
っ
て
日
本
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
「
再
軍
備
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

強
制
さ
れ
、
再
び
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
た
。
「
再
軍
備
」
は
「
逆
コ
ー
ス
に
拍
車
を
か
け
」
、
敗
戦
前
の
状
態

に
再
び
揺
り
戻
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
敗
戦
前
の
社
会
や
戦
争
へ
の
鋭
い
批
判
の
目
が
市
川
の

中
に
存
在
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
で
主
張
さ
れ
た
の
が
天
皇
退
位
論
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
な
「
再
軍
備
」
後
の
「
軍
隊
」
の
精
神
的
支
柱
に
天
皇

を
据
え
よ
う
と
す
る
噂
に
対
し
て
、
「
軍
隊
」
の
支
柱
と
は
か
け
離
れ
た
、
戦
争
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な
い
明
仁
皇
太
子
を
天
皇
に
す
る
こ
と
で
、

先
手
を
打
と
う
と
す
る
た
め
の
退
位
論
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
市
川
は
一
九
五
二
年
一
月
、
自
ら
が
会
長
を
務
め
る
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

機
関
紙
『
婦
人
有
権
者
』
の
中
で
、
「
講
和
条
約
及
び
安
保
条
約
の
発
効
を
機
会
に
、
天
皇
に
御
退
位
を
願
い
黒
い
」
と
の
意
見
を
発
表
し
た
。

市
川
は
、
「
象
徴
と
し
て
の
現
在
の
天
皇
制
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
」
が
、
戦
没
者
が
多
数
出
た
こ
と
・
敗
戦
を
招
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
天
皇
の
道
徳
的
責
任
を
黙
殺
す
る
事
は
出
来
な
い
」
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
「
天
皇
が
そ
の
責
任
を
自
覚
し
て
自
発
的
に
退
位
さ
れ
る
の

に
は
、
此
の
度
は
最
も
適
当
な
最
後
の
…
機
会
だ
と
思
う
」
と
述
べ
る
。
戦
死
者
の
問
題
に
言
及
す
る
な
ど
、
人
々
に
対
す
る
天
皇
の
「
道
徳
」

的
貴
任
を
展
開
し
て
い
る
点
は
矢
部
・
中
曾
根
ら
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
退
位
論
と
同
様
で
あ
り
、
人
々
と
天
皇
の
結
び
つ
き
を
重
要
視
し
た

22　（498）



講和条約期における天皇退位問・題（河西）

＝
君
万
民
」
「
君
民
～
体
」
的
な
考
え
方
が
市
川
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
市
川
が
、
講
和
条
約
期
を
退
位
の
最
後
に
し
て
最
適

の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
る
点
も
矢
部
ら
と
同
様
で
あ
る
。

　
幸
い
、
皇
太
子
も
成
年
に
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
の
跨
躇
さ
れ
る
理
由
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
／
こ
れ
は
独
立
日
本
の
再
出
発
に
際
し
て
、

　
国
民
の
道
義
心
を
振
起
す
る
と
共
に
、
戦
争
中
の
軍
国
主
義
へ
の
復
帰
を
阻
止
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
…
…
私
共
は
青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が

　
皇
太
子
を
象
微
と
す
る
平
和
日
本
、
独
立
田
本
の
再
建
を
翼
う
や
切
で
あ
る

　
こ
こ
で
も
、
独
立
し
た
「
新
生
日
本
」
を
意
識
し
、
新
た
に
表
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
皇
太
子
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は

中
曾
根
な
ど
と
同
じ
意
識
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
市
川
の
退
位
論
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
再
軍
備
」
反
対
と
い
う
立
場
か

ら
主
張
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
布
川
は
、
昭
和
天
皇
に
は
戦
争
イ
メ
ー
ジ
・
大
元
帥
イ
メ
ー
ジ
が
残
存
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
天
皇
が
在
位
し

続
け
れ
ば
敗
戦
前
の
社
会
と
連
続
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
敗
戦
前
の
よ
う
な
「
軍
隊
」
が
復
活
す
る
「
再
軍
備
」
に
繋

が
る
と
見
た
。
市
川
が
敗
戦
前
の
社
会
を
批
判
的
に
見
、
そ
の
復
活
を
危
惧
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
戦
争
・
軍
国
主
義
イ

メ
ー
ジ
の
な
い
明
仁
皇
太
子
が
天
皇
に
な
れ
ば
「
軍
隊
」
と
は
結
び
つ
か
ず
、
「
再
軍
備
」
へ
と
向
か
う
心
配
が
な
い
。
そ
し
て
天
皇
が
貴
任

を
感
じ
て
退
位
す
る
な
ら
ば
、
人
々
の
「
道
義
心
」
は
「
振
起
」
さ
れ
、
「
軍
国
主
義
へ
の
復
帰
を
阻
止
す
る
き
っ
か
け
と
な
」
り
、
「
再
軍

備
」
反
対
の
世
論
が
高
ま
る
と
市
川
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
市
川
の
退
位
論
は
「
再
軍
備
」
に
反
対
す
る
が
故
に
、
戦
争
・
軍
国
主
義
と
は
切
り
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
皇
太
子
を
「
新
生
日
本
」
の
表
象

に
し
ょ
う
と
す
る
た
め
の
退
位
論
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
皇
太
子
の
登
場
を
背
景
に
、
「
新
生
日
本
」
を

敗
戦
前
と
は
全
く
切
り
離
し
た
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
市
川
が
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
天
皇

の
「
道
徳
」
的
責
任
に
つ
い
て
明
確
に
言
及
し
、
退
位
に
よ
っ
て
人
々
の
「
道
義
心
」
を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
「
道
徳
」
的
責
任
論

の
系
譜
も
継
承
し
て
お
り
、
天
皇
が
日
本
と
い
う
国
家
の
「
道
徳
」
を
表
象
す
る
存
在
で
あ
る
と
の
認
識
が
市
川
の
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

退
位
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
新
生
日
本
」
の
再
出
発
と
い
う
観
点
か
ら
唱
え
ら
れ
た
天
皇
退
位
論
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
象
徴
天
皇
制
に
ふ
さ
わ
し
く
、

天
皇
の
「
道
徳
」
的
責
任
を
人
々
に
対
し
て
示
す
こ
と
で
、
人
々
と
天
皇
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
＝
君
万
民
」
「
鱈
民
一
体
」
の
状
態

を
目
指
そ
う
と
主
張
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
時
、
「
新
生
日
本
」
に
適
合
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
親
し
み
や
す
い
明
仁
皇
太
子
の
存
在
を
前

提
に
し
て
、
退
位
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
波
田
永
実
「
矢
部
貞
治
の
新
憲
法
・
戦
後
天
皇
制
構
想
漏
（
『
行
動
科
学
研
究
』

　
4
9
、
～
九
九
七
年
、
五
〇
頁
）
、
同
「
矢
部
貞
治
に
お
け
る
『
共
同
体
的
衆
民

　
政
匝
論
の
展
開
（
二
）
」
（
州
流
経
法
学
』
第
4
巻
第
1
号
、
二
〇
〇
四
年
、
六
九

　
～
～
〇
五
頁
）
。

②
　
鈴
木
正
幸
『
皇
室
制
度
臨
（
岩
波
新
書
、
一
九
九
三
年
、
七
〇
頁
）
。

③
こ
う
し
た
コ
君
万
民
」
観
に
つ
い
て
は
、
原
武
史
隅
可
視
化
さ
れ
た
帝
国
島

　
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
、
同
咽
皇
居
前
広
場
㎞
（
光
文
社
新
書
、
二
〇
〇

　
三
年
）
、
赤
沢
前
掲
「
象
徴
天
皇
制
の
形
成
と
戦
争
嚢
任
論
」
、
同
前
掲
「
戦
後
民

　
主
主
義
論
」
、
米
谷
前
掲
「
遡
世
界
史
の
哲
学
臨
の
帰
結
偏
を
参
照
の
こ
と
。

④
吉
田
裕
噸
日
本
入
の
戦
争
観
臨
（
岩
波
書
店
、
～
九
九
五
年
、
四
七
～
四
八
頁
）
。

⑤
咽
矢
部
貞
治
臼
馬
煙
の
巻
』
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
、
一
九
五
一
年
一

　
二
月
一
九
日
条
、
五
七
〇
頁
）
。

⑥
こ
れ
に
対
し
て
吉
田
首
相
は
、
「
今
日
は
り
っ
ぱ
な
日
本
を
再
建
す
べ
き
と
き

　
で
あ
り
、
再
建
す
べ
き
門
出
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
民
族
の
愛
国
心
の
象

　
徴
で
あ
り
、
日
本
国
昆
が
心
か
ら
敬
愛
し
て
お
る
陛
下
が
御
退
位
と
い
う
よ
う
な

　
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
国
の
安
定
を
害
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
希
望

　
す
る
が
ご
と
き
者
は
、
私
は
非
国
民
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
あ
く
ま
で
も

　
陛
下
が
そ
の
御
門
に
お
い
で
に
な
っ
て
、
そ
し
て
新
日
本
建
設
に
御
努
力
あ
り
、

　
ま
た
新
目
本
建
設
に
日
本
国
民
を
導
い
て
行
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
御
決
心
あ
ら

　
ん
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
」
と
し
て
退
位
に
反
対
し
た
。

⑦
中
曾
根
康
弘
『
自
主
憲
法
の
蕃
本
的
性
格
㎞
（
憲
法
調
査
会
、
一
九
五
五
年
、

　
六
、
三
一
、
七
二
及
び
八
六
頁
）
。

⑧
渡
辺
前
掲
『
戦
後
政
治
史
の
中
の
天
皇
制
瞼
ニ
コ
ー
二
一
二
頁
。

⑨
安
田
常
雄
「
象
徴
天
皇
制
と
民
衆
意
識
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
六
二
｝
号
、
一

　
九
九
～
年
、
三
四
頁
）
、
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
『
敗
北
を
抱
き
し
め
て
』
下
（
岩
波

　
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
六
六
頁
）
な
ど
。
筆
者
自
身
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今

　
後
の
課
題
と
し
て
詳
細
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑩
「
再
軍
備
と
婦
人
の
立
場
」
（
噌
市
川
房
枝
集
』
第
五
巻
、
日
本
図
轡
セ
ン
タ
ー
、

　
　
九
九
四
年
、
四
四
頁
、
初
出
『
婦
人
有
権
者
』
　
一
九
五
二
年
三
月
号
）
。

⑪
「
独
立
を
迎
え
る
に
際
し
て
し
（
前
掲
『
市
川
房
枝
集
睡
蓮
五
巻
、
四
五
頁
、
初

　
出
『
婦
人
有
権
者
短
　
一
九
五
二
年
四
月
号
）
。

⑫
「
天
皇
の
退
位
を
望
む
」
（
前
掲
『
市
川
房
枝
集
団
第
五
巻
、
四
一
～
四
二
買
、

　
初
出
噌
婦
人
有
権
者
』
　
一
九
五
二
年
一
月
号
）
。
市
川
は
後
の
曲
想
の
中
で
、
「
天

　
皇
制
に
つ
い
て
は
戦
前
の
い
や
な
思
い
出
が
数
々
あ
る
が
、
私
は
天
皇
の
存
在
を

　
憲
法
で
象
徴
と
き
め
た
こ
と
は
一
応
歓
迎
し
た
…
…
現
在
の
制
度
を
ま
ず
よ
し
と

　
す
る
が
、
再
び
戦
箭
の
天
皇
制
を
復
活
し
て
は
な
ら
な
い
扁
と
述
べ
る
（
市
川
房

　
枝
『
だ
い
こ
ん
の
花
㎞
新
宿
書
房
、
一
九
七
九
年
、
一
一
一
〇
頁
）
。
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講和条約期における天皇退位問題（河西）

4

マ
ス
コ
ミ
の
退
位
論
へ
の
影
響

　
前
述
の
よ
う
に
講
和
条
約
期
に
成
年
に
達
し
た
皇
太
子
は
、
「
新
生
日
本
」
の
ホ
ー
プ
と
し
て
期
待
さ
れ
、
多
数
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
講
和
条
約
期
に
は
、
高
い
期
待
を
持
た
れ
た
明
仁
皇
太
子
と
い
う
存
在
を
前
提
に
、
退
位
論
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
を
再
度
確
認

し
て
お
き
た
い
。
「
畜
生
日
本
」
の
圏
家
像
に
適
合
的
な
皇
太
子
像
と
い
う
、
そ
の
前
提
を
作
り
上
げ
た
の
は
マ
ス
コ
ミ
で
あ
っ
た
。
本
章
で

は
、
そ
の
マ
ス
コ
ミ
の
中
か
ら
天
皇
退
位
論
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
講
和
条
約
期
に
天
皇
は
退
位
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
話
が
マ
ス
コ
ミ
で
登
場
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
一
九
五
～
年
九
月
に
、
政
府

が
明
仁
皇
太
子
の
天
皇
即
位
の
た
め
に
予
算
を
計
上
し
て
い
る
と
の
「
東
京
来
電
」
が
台
湾
中
央
社
で
報
道
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
打
ち
返
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
て
報
道
さ
れ
た
時
が
初
め
て
で
あ
る
［
沖
縄
タ
イ
ム
ス
5
1
・
9
・
2
0
①
］
。
こ
の
報
道
に
対
し
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
宅
壮
一
は
、
デ
マ
で
あ
ろ

う
と
し
つ
つ
も
「
し
か
し
天
皇
退
位
そ
の
も
の
は
、
こ
の
際
も
う
一
度
と
り
あ
げ
て
い
い
問
題
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
［
東
京
日
日
5
1
・
9
・
3
0

①
「
天
皇
退
位
説
」
］
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
大
宅
は
第
～
に
、
講
和
条
約
期
は
敗
戦
直
後
と
は
異
な
り
天
皇
が
退
位
し
て
も
天
皇
制
廃
止
に
繋

が
る
心
配
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
天
皇
に
退
位
の
自
由
が
な
い
の
は
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
認
め
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ

る
と
の
三
笠
宮
の
意
見
を
紹
介
し
、
「
天
皇
が
今
す
ぐ
退
位
す
る
し
な
い
は
別
と
し
て
、
こ
ん
な
問
題
を
国
民
に
は
っ
き
り
認
識
さ
せ
て
解
決

す
る
に
は
、
今
が
絶
好
の
機
会
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
る
。
こ
の
時
点
で
の
大
宅
は
、
積
極
的
な
退
位
論
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
も
し
天
皇
に
何
ら
か
の
問
題
が
起
こ
っ
た
時
の
た
め
、
退
位
論
が
天
皇
制
存
置
の
問
題
と
は
切
り
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
議
論
す

べ
き
だ
と
問
題
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
翌
年
に
な
る
と
、
大
宅
は
積
極
的
に
天
皇
退
位
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
前
述
の
よ
う
に
年
末
の
新
聞
各
紙

が
成
年
と
な
っ
た
明
仁
皇
太
子
を
「
新
生
日
本
」
の
ホ
ー
プ
と
し
て
描
い
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
宅
は
皇
太
子
教
育
や
結
婚
問
題
な

ど
マ
ス
コ
ミ
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
て
い
た
話
題
を
紹
介
し
て
皇
太
子
に
対
す
る
期
待
を
述
べ
、
同
じ
文
章
の
中
で
退
位
論
を
展
開
し
た
。
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独
立
す
る
と
同
時
に
天
皇
は
退
位
す
べ
き
で
あ
る
と
の
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
私
も
こ
の
説
に
賛
成
で
あ
る
。
新
憲
法
に
よ
る
天
皇
は
”
象

　
徴
”
と
し
て
何
の
責
任
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
は
そ
う
で
な
か
っ
た
。
す
べ
て
権
力
に
は
責
任
が
伴
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
民
主
主
義
の
根
本

　
原
則
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
際
天
皇
は
退
位
す
べ
き
で
あ
る
。
国
民
の
気
分
を
一
新
す
る
上
に
も
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
る
［
東
京
日
日

　
5
2
・
1
・
3
①
「
皇
太
子
」
］

　
こ
こ
で
大
宅
は
、
退
位
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
雰
囲
気
や
マ
ス
コ
ミ
で
退
位
の
噂
が
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
退
位

論
が
「
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
把
握
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
講
和
条
約
批
准
と
天
皇
退
位
を
「
国
民
の
気
分
を
～
新
」
さ
せ
る
事
柄
と

し
て
リ
ン
ク
さ
せ
た
。
先
の
、
将
来
の
可
能
性
の
た
め
の
退
位
論
議
と
い
う
主
張
か
ら
、
講
和
条
約
期
に
退
位
す
べ
き
と
の
主
張
に
意
見
を
修

正
し
た
の
で
あ
る
。
大
宅
は
「
新
生
日
本
」
の
出
発
の
た
め
に
は
、
戦
争
の
記
憶
の
残
る
昭
和
天
皇
を
退
位
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
見
た
。

敗
戦
前
の
天
皇
の
言
動
に
は
何
ら
か
の
責
任
が
存
在
し
、
「
新
生
日
本
」
の
出
発
の
た
め
に
は
そ
れ
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
主
張
は
、

木
戸
や
矢
部
・
中
曾
根
の
退
位
論
と
同
じ
議
論
展
開
で
あ
ろ
う
。
実
際
大
宅
は
、
中
曾
根
の
退
位
論
に
対
す
る
吉
田
首
相
の
答
弁
を
「
暴
言
」

と
批
判
し
、
人
々
が
天
皇
を
「
象
徴
」
と
捉
え
る
こ
と
は
権
力
に
よ
り
強
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
、
中
曾
根
の
退
位
論
を
次
の

よ
う
に
擁
護
す
る
。

　
天
皇
退
位
論
は
、
天
皇
聯
繋
定
論
と
は
別
で
あ
る
。
凱
休
心
な
天
皇
制
支
持
者
の
申
に
も
、
退
位
論
者
が
少
く
な
い
。
講
和
発
効
と
共
に
天
皇
が
退
い
て
皇
太

　
子
に
位
を
ゆ
ず
る
と
い
う
の
は
、
天
皇
制
の
存
続
強
化
の
た
め
に
も
役
立
つ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
［
東
京
日
日
5
2
・
2
・
5
①
「
暴
言
」
］

　
退
位
こ
そ
が
天
皇
制
存
続
・
強
化
に
繋
が
る
と
い
う
考
え
方
が
、
大
宅
に
も
あ
っ
た
。
積
極
的
な
天
皇
制
存
置
の
意
思
を
持
っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
の
退
位
論
で
あ
る
。
「
人
間
」
と
し
て
の
天
皇
な
ら
ば
こ
そ
、
退
位
す
る
自
由
も
あ
る
。
象
徴
天
皇
制
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
敗
戦
前
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
天
皇
の
退
位
を
人
々
が
論
議
す
る
自
由
も
あ
る
。
そ
し
て
大
宅
の
中
で
は
、
皇
太
子
が
成
長
し
て
「
新
生
日
本
」
の
表

象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
講
和
条
約
発
効
と
い
う
時
期
1
1
「
新
生
日
本
」
の
出
発
の
時
期
に
こ
そ
、
「
気
分
を
～
新
」
す
る
た
め
に
退
位
や

そ
れ
に
関
す
る
議
論
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
講
和
独
立
に
伴
っ
た
皇
太
子
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
同
じ
文
章
の
中
で
天
皇
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退
位
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
大
宅
ほ
ど
こ
こ
ま
で
積
極
的
に
退
位
論
を
主
張
し
た
マ
ス
コ
ミ
は
他
に
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
意
図
を
持
っ
て
矢
部
貞
治

に
退
位
論
を
展
開
さ
せ
た
『
読
売
新
聞
』
は
、
他
紙
に
比
べ
積
極
的
に
天
皇
退
位
問
題
を
扱
っ
て
い
た
が
、
社
と
し
て
は
退
位
を
主
張
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
い
。
一
方
で
『
毎
日
薪
聞
』
は
退
位
論
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
、
「
人
間
」
天
皇
イ
メ
ー
ジ
や
清
新
な
皇
太
子
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
よ
う

と
す
る
記
事
を
積
極
的
に
掲
載
し
て
い
た
。
『
毎
日
新
聞
』
は
「
お
言
葉
」
の
翌
日
の
一
面
記
事
に
大
き
く
「
陛
下
の
決
意
を
拝
し
て
」
と
い

う
特
集
を
組
み
、
昭
和
天
皇
の
在
位
を
歓
迎
し
て
い
る
政
治
家
の
談
話
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
こ
と
［
毎
日
5
2
・
5
・
4
①
］
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
退
位
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
退
位
を
め
ぐ
っ
て
は
マ
ス
コ
ミ
は
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
皇
太
子
へ
の
期
待
と
天
皇
退
位
論
の
紹
介
が
同
じ
文
章
の
中
で
語
ら
れ
る
の
は
大
宅
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
共
通
し

て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
週
刊
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
朝
日
新
聞
』
（
『
読
売
新
聞
撫
ほ
ど
で
は
な
い
が
退
位
論
を
紹
介
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
）
記
者
に
よ
る
座
談
会
で
は
、
皇
太
子
の
留
学
・
外
遊
と
退
位
問
題
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ
る
記
者
は

次
の
よ
う
に
発
言
す
る
。

　
退
位
す
る
と
す
れ
ば
、
今
年
は
二
つ
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ん
だ
。
第
一
は
講
和
が
成
立
し
て
独
立
国
に
な
っ
た
時
、
第
二
は
秋
に
行
わ
れ
る
予
定
の
成
年
式
、

　
立
太
子
式
だ
ね
。
た
だ
、
こ
こ
に
皇
太
子
の
留
学
問
題
が
あ
る
…
…
皇
太
子
の
地
位
な
ら
ば
い
い
け
れ
ど
も
、
天
皇
と
な
る
と
国
を
空
け
る
こ
と
も
む
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
し
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
皇
太
子
の
留
学
が
済
む
ま
で
退
位
は
見
合
せ
よ
う
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

　
立
太
子
礼
や
留
学
問
題
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
皇
太
子
へ
の
期
待
が
前
提
と
な
っ
て
退
位
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

独
立
が
間
近
と
な
り
、
天
皇
で
は
な
く
皇
太
子
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
い
う
国
家
を
表
象
す
る
と
認
識
し
、
皇
太
子
の
人
格
を
「
新
生
日

本
」
を
代
表
す
る
立
場
に
酒
養
さ
せ
る
よ
う
な
留
学
が
期
待
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
積
極
的
な
意
図
を
持
っ
て
清
新
な
皇
太
子
像
を
作
り
出
し
、

「
新
生
日
本
」
の
国
家
像
と
接
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
ベ
ー
ス
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
政
治
家
や
知
識
人
が
主
張
す
る
天
皇
退
位
論

が
真
実
味
・
現
実
味
を
持
っ
て
人
々
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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『
東
京
新
聞
』
の
コ
ラ
ム
で
も
、
天
皇
退
位
論
と
皇
太
子
へ
の
期
待
が
同
じ
文
章
の
中
で
紹
介
さ
れ
る
［
東
京
5
2
・
－
・
2
②
］
。
特
に
こ
の

コ
ラ
ム
で
は
退
位
と
皇
太
子
結
婚
を
絡
め
、
「
こ
ん
ど
の
皇
太
子
妃
は
思
い
き
っ
て
“
平
民
”
の
中
か
ら
選
ん
で
も
ら
い
た
い
…
…
天
皇
と
い

う
も
の
を
も
っ
と
国
民
に
親
し
み
深
い
も
の
に
」
し
ょ
う
と
主
張
し
て
い
た
。
制
度
が
象
徴
天
皇
制
へ
と
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
実
も

よ
り
親
し
み
を
持
ち
、
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
＝
君
万
民
」
「
君
民
一
体
」
を
実
現
し
よ
う
と
い
・
？
王
張
で
あ
る
。

　
こ
の
考
え
方
は
大
宅
も
同
様
で
あ
っ
た
。
大
宅
は
中
曾
根
の
質
問
に
対
す
る
吉
田
首
相
の
答
弁
を
、
「
せ
っ
か
く
“
人
間
宣
言
”
を
し
た
天

皇
を
む
り
や
り
に
神
棚
の
中
に
押
し
こ
め
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
」
と
批
判
し
た
［
東
京
日
日
5
2
・
2
・
5
①
「
暴
置
］
。
吉
田
の
答
弁
に
対
し

て
、
「
新
生
日
本
」
の
国
家
像
に
適
合
的
な
象
徴
天
皇
像
1
1
敗
戦
前
と
は
異
な
る
人
々
と
天
皇
が
結
び
つ
い
た
「
一
叢
万
昆
」
「
君
民
一
体
」
の

実
現
と
い
う
観
点
か
ら
、
反
対
意
見
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
戦
争
の
記
憶
が
残
存
す
る
昭
和
天
皇
で
は
「
新
生
日
本
」
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

そ
の
ま
ま
在
位
し
続
け
れ
ば
人
々
に
対
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
皇
太
子
を
「
新
生
日

本
」
の
ホ
ー
プ
と
し
て
大
々
的
に
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
、
様
々
な
人
々
か
ら
退
位
論
が
浮
上
す
る
。
講
和
条
約
期
の

退
位
論
の
多
く
が
明
仁
皇
太
子
の
登
場
と
期
待
を
前
提
に
し
て
主
張
さ
れ
て
お
り
、
象
徴
天
皇
制
／
像
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
皇
太
子
に
期

待
を
込
め
て
積
極
的
に
報
道
し
た
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
た
だ
し
「
お
言
葉
」
の
後
は
退
位
論
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
『
毎
日
新

聞
轍
の
み
な
ら
ず
、
他
の
マ
ス
コ
ミ
も
そ
し
て
積
極
的
で
あ
っ
た
大
宅
も
、
退
位
論
を
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
な
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時

に
、
昭
和
天
皇
に
関
す
る
記
事
も
減
少
し
、
マ
ス
コ
ミ
は
よ
り
皇
太
子
イ
メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
提
示
し
て
い
く
こ
と
で
新
し
い
象
徴
天
皇
像
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

内
実
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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①
　
凹
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
に
つ
い
て
は
、
隅
新
聞
資
料
集
成
　
昭
和
編
年
史
』
昭
和
2
6

　
年
V
（
新
聞
資
料
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
六
七
頁
）
か
ら
引
用
し
た
。

②
し
か
し
中
曾
根
の
退
位
論
の
扱
い
だ
け
は
別
で
、
翌
日
の
紙
面
で
扱
い
は
小
さ

　
い
も
の
の
、
一
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
［
毎
日
5
2
・
2
・
1
①
】
。
そ
れ
だ
け
中

曾
根
の
発
言
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

③
『
週
刊
朝
日
飴
　
九
五
二
年
新
年
号
、
四
六
頁
。

④
こ
う
し
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
河
西
前
掲
識
新
生
日
本
』

外
遊
」
で
論
じ
た
。

の
出
発
と
皇
太
子



5

「
お
雷
葉
」
と
退
位
論
の
帰
結

（
1
）
　
「
お
言
葉
」
を
め
ぐ
る
問
題

講和条約期における天皇退位問題（河西）

　
近
づ
く
講
和
独
立
、
1
で
言
及
し
た
退
位
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
雰
囲
気
、
そ
し
て
実
際
に
一
九
五
一
年
後
豊
頃
よ
り
広
範
に
主
張
さ
れ
た
退

位
論
に
対
し
、
す
で
に
退
位
を
し
な
い
方
針
を
固
め
て
い
た
宮
中
も
、
何
ら
か
の
対
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
天
皇
か
ら
「
お
言
葉
」

を
独
立
時
に
発
表
す
る
方
針
に
結
実
し
た
。
～
九
五
一
年
九
月
九
日
、
田
島
は
安
倍
と
「
講
和
衿
付
陛
下
ノ
ω
翼
①
露
①
艮
ノ
コ
ト
　
コ
レ
ニ
関

ス
ル
〉
げ
田
ノ
コ
ト
」
を
話
し
合
っ
た
築
島
5
1
・
9
・
9
、
謝
頁
］
。
こ
の
よ
う
に
、
講
和
に
際
し
て
、
退
位
問
題
に
関
係
し
た
「
お
雷
葉
」
が

必
要
だ
と
宮
中
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
先
述
し
た
木
戸
も
、
こ
の
認
識
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
宮
中
の
認
識
に
つ
い
て
田
島
は
、
吉
田
首
相

と
「
平
和
克
服
ニ
ツ
キ
勅
語
ノ
コ
ト
　
ソ
ノ
奥
ノ
退
位
問
題
ノ
コ
ト
（
ヨ
ク
小
泉
ト
相
談
ス
ル
ト
ノ
コ
ト
）
」
［
田
島
5
1
・
1
0
・
2
、
蹴
頁
］
と
し
て

話
し
合
っ
て
お
り
、
政
府
も
講
和
独
立
に
際
し
て
天
皇
の
「
お
言
葉
」
を
発
表
す
る
こ
と
は
了
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
後
田
島
を

中
心
と
し
て
天
皇
に
意
思
を
尋
ね
な
が
ら
「
お
言
葉
」
の
文
言
が
模
索
さ
れ
、
田
島
が
安
倍
・
小
泉
ら
に
そ
の
内
容
を
梱
着
し
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
①

日
記
に
散
見
す
る
［
田
島
5
2
・
2
・
2
0
、
墨
壷
な
ど
］
。
加
藤
恭
子
『
田
島
道
治
』
に
は
、
こ
の
「
お
言
葉
」
の
草
稿
と
見
ら
れ
る
も
の
が
い
く
つ

か
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
も
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
草
稿
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

　
戦
争
の
惨
禍
は
甚
大
を
極
め
、
思
想
の
混
乱
経
済
の
動
揺
に
よ
る
｝
般
の
不
安
疾
苦
亦
名
状
す
べ
か
ら
ず
。
一
念
こ
・
に
及
ぶ
時
ま
こ
と
に
憂
心
灼
く
の
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ひ
に
堪
へ
ず
、
菲
徳
未
然
に
之
を
と
ぐ
め
得
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
祖
宗
と
萬
姓
に
慌
ぢ
る

　
こ
の
文
章
で
は
、
非
常
に
鋭
い
言
葉
で
天
皇
が
自
ら
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
祖
宗
と
人
々
に
対
す
る
強
い
謝
罪
の
念
が
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
一
九
五
二
年
三
月
一
七
日
付
の
案
ま
で
続
い
て
い
た
。
し
か
し
三
月
三
〇
B
付
の
案
に
な
る
と
、
そ
の
表
現
は

次
の
よ
う
に
か
な
り
後
退
す
る
。
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犠
牲
者
に
対
し
て
は
あ
ら
た
め
て
深
甚
な
る
哀
悼
と
同
情
の
意
を
表
し
ま
す
。
又
特
に
こ
の
際
既
往
の
推
移
を
深
く
省
み
、
相
共
に
戒
愼
し
、
過
ち
を
ふ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
た
び
せ
ざ
る
こ
と
を
堅
く
心
に
銘
す
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
ま
す

　
こ
の
両
案
の
間
、
田
島
は
吉
田
と
頻
繁
に
会
っ
て
、
「
お
雷
葉
」
の
文
言
を
め
ぐ
る
話
し
合
い
を
重
ね
て
お
り
、
草
稿
に
は
「
吉
田
首
相
削

除
説
」
な
ど
の
メ
モ
書
き
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
吉
田
の
反
対
に
よ
っ
て
、
天
皇
が
自
ら
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
反
省
す
る
よ
う
な
当
初
の

文
言
が
削
除
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
吉
田
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
宮
中
で
も
「
今
さ
ら
陛
下
の
謝
罪
は
お
か
し
い
」
と
の
意
見
が
出
、
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し

た
よ
う
に
、
天
皇
が
一
切
の
戦
争
責
任
に
雷
及
し
な
い
前
述
の
「
こ
の
時
に
当
り
、
身
寡
薄
な
れ
ど
も
…
…
」
と
い
う
形
で
「
お
言
葉
」
は
落

　
　
　
　
　
　
　
④

ち
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
述
べ
ら
れ
た
「
お
言
葉
」
は
、
元
の
原
案
に
比
べ
、
天
皇
が
自
ら
の
責
任
を
述
べ
る
部
分
の
ト
ー
ン
が
か
な
り
落
ち
て
い
る
。
原
案

で
は
敗
戦
に
対
し
「
憂
心
」
し
、
こ
れ
を
防
げ
な
か
っ
た
こ
と
を
祖
宗
と
人
々
に
「
塊
ぢ
」
て
い
る
が
、
「
お
言
葉
」
で
は
自
ら
の
行
い
に
つ

い
て
反
省
す
る
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
退
位
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
雰
囲
気
や
実
際
の
退
位
論
か
ら
、
天
皇
が
自
ら
の
戦
争
責
任
を
認

め
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
責
任
追
及
・
退
位
に
繋
が
る
危
険
性
も
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

当
初
案
に
は
な
か
っ
た
「
こ
い
ね
が
わ
く
ば
」
以
降
の
文
言
が
付
け
加
わ
り
、
自
ら
が
継
続
し
て
国
家
再
建
を
担
う
こ
と
が
自
ら
の
責
任
で
あ

る
と
宣
言
す
る
文
章
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
、
退
位
論
に
対
し
て
こ
れ
か
ら
も
在
位
す
る
旨
を
強
調
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
お
言
葉
」
は
講
和

条
約
期
の
退
位
論
へ
の
対
応
か
ら
、
そ
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
「
お
言
葉
」
は
式
典
以
前
に
は
マ
ス
コ
ミ
に
内
容
が
漏
れ
て
お
り
［
読
売
5
2
・
4
・
2
8
②
］
、
そ
れ
は
意
図
的
に
流
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
記

事
は
天
皇
側
近
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
天
皇
は
人
々
や
国
家
に
対
し
て
責
任
を
感
じ
て
自
分
の
身
は
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
が
、

「
退
位
の
易
き
に
っ
か
ず
国
民
と
と
も
に
慰
め
励
ま
し
合
い
な
が
ら
国
民
の
先
頭
に
立
っ
て
日
本
の
再
建
と
新
憲
法
下
の
皇
室
の
在
り
方
の
確

立
に
つ
い
て
努
力
」
し
て
い
る
と
、
あ
え
て
退
位
し
な
い
厳
し
い
選
択
を
し
た
の
だ
と
強
調
さ
れ
た
。
公
式
的
に
天
皇
の
言
葉
で
発
表
さ
れ
る
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講和条約期における天皇退位問題（河西）

嫡

「
お
言
葉
」
で
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
側
近
と
い
う
他
者
の
言
葉
で
語
ら
れ
る
場
に
お
い
て
は
、
戦
争
責
任
を
感
じ
て

い
る
姿
が
描
か
れ
る
と
い
う
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
人
間
」
的
苦
悩
や
人
々
の
生
活
・
国
家
再
建
を
考
え
て
行
動
す
る
天
皇
像
が
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
お
言
葉
」
で
は
曖
昧
化
さ
れ
た
責
任
を
そ
の
後
に
責
任
論
へ
発
展
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
天
皇
自
身
が
言
及
し

な
い
形
に
配
慮
し
て
人
々
に
提
示
し
、
彼
ら
と
の
関
係
性
を
重
視
す
る
象
徴
天
皇
像
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
）
　
な
ぜ
天
皇
は
退
位
し
な
か
っ
た
の
か

　
で
は
な
ぜ
天
皇
は
退
位
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
点
目
は
、
吉
田
首
相
の
反
対
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
個
人
に
対
し
て
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
書
田
は
、
一
貫
し
て
退
位
に
は
反
対
で
あ
っ

た
。
冷
戦
が
激
化
し
、
か
つ
強
力
な
権
力
・
権
威
を
持
っ
た
G
H
Q
が
去
っ
た
後
の
安
定
的
な
統
治
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
の
時
期
に
あ
っ

て
、
天
皇
退
位
は
共
産
勢
力
を
伸
張
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
西
側
世
界
の
一
員
と
し
て
日
本
を
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
吉

田
に
と
っ
て
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
だ
っ
た
。
一
九
五
一
年
の
京
大
天
皇
事
件
時
、
吉
田
内
閣
や
天
皇
権
威
再
編
成
政
策
を
批
判
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
見
て
い
た
京
大
生
が
公
開
質
問
状
の
中
に
退
位
を
要
求
す
る
文
言
を
挿
入
し
て
い
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
も
し
天
皇
が
退
位
し
た
な
ら
ば
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
吉
田
内
閣
批
判
や
天
皇
制
存
続
の
危
機
と
な
る
可
能
性
も
存
在
し
て
い
た
。
安
定
的
な
統
治
を
志
向
す
る
吉
田
内
閣
に

と
っ
て
、
退
位
は
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
吉
田
内
閣
が
当
時
、
天
皇
権
威
再
編
成
政
策
を
進
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
吉
田
は
、
天
皇
の
人
々
へ
の
影
響

力
・
権
威
を
さ
ら
に
強
力
な
も
の
に
再
編
成
す
る
こ
と
で
、
天
皇
権
威
を
背
景
に
し
て
内
閣
が
安
定
的
な
統
治
を
行
う
政
治
シ
ス
テ
ム
を
目
指

　
　
　
　
⑩

そ
う
と
し
た
。
吉
田
内
閣
の
目
指
す
方
向
性
は
「
一
君
万
民
」
「
君
罠
一
体
」
で
は
な
く
、
人
々
と
天
皇
の
中
間
に
内
閣
が
位
置
す
る
こ
と
で

安
定
的
な
統
治
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
退
位
は
「
道
徳
」
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
天
皇
の
戦
争
責
任
を
認
め
て
な
さ
れ
る
以
上
、
天

皇
制
に
対
す
る
人
々
の
権
威
が
低
下
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
皇
権
威
再
編
成
政
策
を
進
め
る
吉
田
内
閣
の
方
向
性
と
は
全
く
異
な
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っ
て
い
た
。
た
だ
し
天
皇
権
威
を
背
景
に
軍
部
が
独
走
し
た
敗
戦
前
の
経
験
か
ら
、
天
皇
を
統
帥
権
者
に
据
え
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
そ
の
た

め
に
天
皇
を
退
位
さ
せ
る
「
再
軍
備
論
」
者
の
退
位
論
も
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

　
退
位
し
な
か
っ
た
理
由
の
二
点
目
は
、
退
位
論
の
担
い
手
と
人
々
の
意
識
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
退
位
論
を
展
開
し
た
人
物
は
、
決
し
て

講
和
条
約
期
の
政
治
の
中
心
的
な
担
い
手
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
退
位
論
自
体
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
か
っ
た
が
、
吉
田
首
相
と
い
う
政
治
の
最
も
中
枢
人
物
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
。
退
位
反
対
の
考
え
方
は
吉
田
だ
け
で
な
く
、
他
の
政
治
の

担
い
手
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
一
九
五
二
年
の
『
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
の
座
談
会
の
中
で
、
民
主
党
の
芦
田
均
は
「
御
退
位
の
問
題
は

極
め
て
一
部
の
人
が
考
え
て
い
る
程
度
」
で
、
「
御
退
位
問
題
を
取
上
げ
る
必
要
は
な
い
」
と
し
、
右
派
社
会
党
の
河
上
丈
太
郎
は
、
「
退
位
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
れ
ほ
ど
政
治
的
意
味
が
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
［
朝
日
5
2
・
－
・
－
③
］
。
こ
の
河
上
の
意
見
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
退
位
の
時
期

は
も
う
過
ぎ
た
と
の
消
極
的
な
退
位
否
定
の
意
見
は
多
か
っ
た
。
例
え
ば
作
家
の
長
与
善
郎
は
、
「
も
し
退
位
を
な
さ
る
と
し
た
ら
、
新
憲
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
制
定
の
前
後
、
乃
至
は
戦
犯
の
判
決
当
時
に
あ
っ
た
と
見
れ
ば
見
る
べ
き
で
、
今
日
と
な
っ
て
は
既
に
時
機
は
去
っ
て
み
る
」
と
主
張
す
る
。

た
し
か
に
吉
田
内
閣
の
進
め
る
天
皇
権
威
再
編
成
政
策
に
反
対
す
る
意
見
は
高
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
敗
戦
前
の
よ
う
な
状
態
に
戻
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

へ
の
反
対
で
あ
っ
た
。
冷
戦
が
構
築
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
国
内
で
は
次
第
に
戦
争
責
任
を
曖
昧
化
す
る
動
向
が
進
展
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

多
く
の
人
々
は
責
任
を
一
部
の
軍
人
に
押
し
つ
け
、
天
皇
を
免
責
す
る
方
向
性
を
認
証
し
、
天
皇
の
退
位
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

担
い
手
の
基
盤
の
脆
弱
さ
が
退
位
の
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
安
倍
能
成
は
『
戦
後
の
自
叙
伝
㎞
（
一
九
五
九
年
、
新
潮
社
、
後
に
日
本
図
誉

　
セ
ン
タ
ー
よ
り
復
刻
、
二
〇
〇
三
年
、
一
九
九
頁
）
の
中
で
、
「
小
泉
信
三
と
私

　
と
は
度
々
相
談
を
受
け
た
」
と
回
想
す
る
。
「
お
言
葉
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
加
藤

　
恭
子
「
封
印
さ
れ
た
詔
書
草
稿
を
読
み
解
く
」
（
欄
文
藝
春
秋
輪
二
〇
〇
三
年
七
月

　
号
、
　
〇
六
～
一
〇
九
頁
）
が
詳
し
い
。

②
加
藤
前
掲
『
田
島
道
治
竺
三
七
頁
。
近
年
、
畷
島
の
史
料
か
ら
加
藤
が
発
見

し
た
一
九
四
八
年
目
「
昭
和
天
皇
の
国
民
へ
の
謝
罪
詔
書
草
稿
」
と
さ
れ
る
も
の

は
、
こ
の
門
お
要
田
」
草
稿
に
文
雷
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
謝
罪
詔
轡
草

稿
」
と
さ
れ
る
も
の
は
吉
田
裕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
～
九
四
八
年
で
は
な
く
一

九
五
二
年
の
「
お
言
葉
」
の
原
案
の
～
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
加
藤
恭
子
・
高

橋
紘
・
秦
郁
彦
・
吉
田
裕
「
大
論
争
『
昭
和
天
皇
国
民
へ
の
謝
罪
詔
書
草
稿
』
四

つ
の
謎
」
『
文
藝
春
秋
四
二
〇
〇
三
年
八
月
号
、
一
六
八
・
一
七
一
頁
）
。



③
加
藤
前
掲
『
田
島
道
治
匝
＝
＝
八
頁
。

④
藤
樫
前
掲
剛
天
皇
と
と
も
に
五
十
年
』
一
＝
二
～
一
一
四
頁
、
高
橋
前
掲
門
象

　
徴
天
皇
の
誕
生
」
九
六
～
九
七
頁
。

⑤
『
週
刊
朝
日
臨
一
九
五
二
年
五
月
四
日
号
三
八
頁
（
式
典
以
前
に
発
売
）
に
は
、

　
「
五
月
三
日
の
独
立
記
念
式
典
に
は
天
皇
陛
下
は
国
民
に
対
す
る
挨
拶
の
中
で
、

　
そ
れ
と
な
く
退
位
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
よ
う
な
意
思
表
示
を
さ
れ
る
と
の
こ
と

　
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
お
醤
葉
偏
の
文
面
が
宮
内
庁
筋
か
ら
マ
ス
コ
ミ
に
意
図
的

　
に
漏
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

⑥
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
㎞
に
よ
れ
ば
、
「
吉
田
首
相
は
退
位
論
に
真
向
か
ら
反
対
し
て

　
い
て
、
こ
の
人
が
い
る
間
は
退
位
は
な
い
と
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
」
（
噸
サ
ン
デ
ー

　
毎
日
臨
一
九
五
二
年
五
月
一
八
日
号
一
四
頁
）
。

⑦
吉
露
茂
『
回
想
十
年
㎞
第
四
巻
（
新
潮
社
、
～
九
五
七
年
、
七
二
～
八
八
頁
）
。

⑧
松
尾
前
掲
『
日
本
の
歴
史
⑳
国
際
国
家
へ
の
出
発
隔
一
七
二
～
｝
七
三
頁
。

⑨
河
西
秀
哉
コ
九
五
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
象
徴
天
皇
像
の
掘
剋
」
（
『
日
本
史

　
研
究
』
五
〇
二
号
、
二
〇
〇
四
年
、
＝
一
頁
）
。

⑩
河
箇
前
掲
コ
九
五
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
象
徴
天
皇
像
の
梱
剋
」
五
～
七
頁
、

　
渡
辺
前
掲
『
戦
後
政
治
史
の
中
の
天
皇
制
騒
　
一
六
〇
～
一
六
二
及
び
一
七
一
～
一

　
七
二
頁
。

⑪
　
浅
沼
稲
次
郎
右
派
社
会
党
書
記
長
は
「
天
皇
退
位
問
題
は
陛
下
自
身
が
自
ら
決

　
め
ら
れ
る
こ
と
で
…
…
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
何
も
申
し
あ
げ
る
こ
と
は
な
い
扁
と
、

　
積
極
的
な
意
思
表
明
を
避
け
る
門
東
京
臼
日
5
2
・
5
・
4
①
］
。

⑫
長
与
善
郎
「
天
皇
論
」
（
『
文
藝
春
秋
匝
　
九
五
二
年
三
月
号
、
四
五
頁
）
。

⑬
吉
田
荊
掲
『
日
本
人
の
戦
争
観
』
八
二
～
八
四
頁
。

⑭
　
一
九
五
二
年
八
月
岐
阜
県
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
民
衆
が
天
皇
を
「
お

　
き
の
ど
く
だ
一
と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
天
皇
に
は
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
を

　
残
存
さ
せ
つ
つ
も
、
一
方
で
一
部
の
軍
人
に
「
だ
ま
さ
れ
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

　
が
広
く
流
布
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
民
衆
が
天
皇
に
責
任
は
な
い
と
感

　
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
（
日
高
六
郎
・
升
味
準
之
輔
・
商
橋
徹

　
「
旧
意
識
の
温
存
と
変
容
」
遠
山
茂
樹
編
四
B
本
資
本
主
義
講
座
睡
第
九
巻
、
岩

　
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
二
一
四
頁
）
。

講和条約期における天皇退位問題（河西）

お
　
わ
　
り
　
に

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
講
和
条
約
期
の
退
位
論
は
二
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
第
～
に
、
敗
戦
後
皿
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
き
た
天

皇
の
「
道
徳
」
的
責
任
論
を
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
を
追
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。
講
和
条
約
期
に
な
る
と
敗
戦
前
の
政
治
過
程
が
次
第
に
明
ら
か
と

な
り
、
そ
の
中
で
天
皇
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
っ
た
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
天
皇
に
は
政
治
的
責
任
は
な
い
に
せ
よ
、
敗
戦
状
態
に
陥
っ
た

こ
と
に
対
す
る
「
道
徳
」
的
責
任
は
存
在
す
る
、
と
の
責
任
論
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
こ
の
主
張
で
は
、
天
皇
は
日
本
と
い
う
国
家
の

「
道
徳
」
的
模
範
を
示
す
存
在
と
考
え
ら
れ
た
。
戦
争
・
敗
戦
に
対
す
る
責
任
を
自
ら
感
じ
て
退
位
す
る
と
い
う
「
道
徳
」
的
模
範
行
為
を
天

皇
が
行
え
ば
、
人
々
は
そ
の
姿
に
感
動
し
、
象
徴
天
皇
制
は
よ
り
強
力
な
も
の
と
な
る
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。
敗
戦
前
の
経
験
を
踏
ま
え
、
軍
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部
な
ど
中
間
勢
力
の
い
な
い
「
一
君
万
民
」
「
君
民
一
体
」
を
目
指
す
動
き
だ
っ
た
と
癒
え
る
。

　
第
二
に
、
講
和
条
約
発
効
に
よ
っ
て
「
新
生
日
本
」
と
し
て
再
出
発
す
る
時
、
そ
の
国
家
像
と
適
合
的
な
皇
太
子
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
、
戦
争

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
天
皇
よ
り
も
選
択
さ
れ
、
そ
の
結
果
退
位
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
皇
太
子
が
成
長
し
、
天
皇
と
な
っ
て
国
家
の
表
象

と
成
り
得
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
が
清
新
な
若
い
イ
メ
ー
ジ
で
皇
太
子
を
捉
え
て
大
々
的
に
報
道
し
た
意
味
は
大
き
か
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
「
新
生
日
本
」
の
目
指
す
国
家
像
と
象
徴
天
皇
像
は
明
確
に
接
合
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
講
和
条
約
期
が
、
国
家
と
し

て
の
再
出
発
の
時
期
で
あ
る
か
ら
天
皇
制
も
再
出
発
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
退
位
の
最
終
…
機
会
で
あ
り
か
つ
最
適
な
時
期
に
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
っ
て
、
講
和
条
約
期
に
退
位
論
が
主
張
さ
れ
る
土
台
が
形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
結
局
天
皇
は
退
位
せ
ず
「
手
生
日
本
」
は
再
出
発
し
た
が
、
退
位
論
が
広
が
る
要
因
と
な
っ
た
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
の
皇
太
子
の
存
在
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

後
も
人
々
に
期
待
を
受
け
続
け
、
一
九
五
四
年
の
明
仁
皇
太
子
外
遊
を
契
機
に
一
挙
に
花
開
く
。
講
和
条
約
期
の
退
位
論
は
、
象
徴
天
皇
制
／

像
の
展
開
の
中
で
、
明
仁
皇
太
子
が
そ
の
主
役
と
な
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
河
西
前
掲
「
　
新
生
日
本
婦
の
出
発
と
皇
太
子
外
遊
」
｝
二
～
｝
三
〇
頁
、

ル
オ
フ
前
掲
『
国
民
の
天
皇
軸
二
八
七
～
二
九
八
頁
。

（
京
都
大
学
大
学
文
七
館
助
手
）
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The　Problem　of　the　Abdication　of　the　Emperor

　　　　during　the　Period　of　the　Peace　Treaty

by

KAWANIsHI　Hideya

　　The　problem　of　the　abdicatioR　of　the　Emperor　re－surfaced　duimg　the　period　of

the　peace　treaty．　There　were　two　characteristic　features　of　the　reemergence　of

the　problea｝．　The　first　characteristic　was　that　it　would　be　a　continuation　of　the

effort　to　pursue　the　“moral”　responsibikty　of　the　Emperor　that　had　been　consis－

tently　advocated　s血ce　the　defeat．　The　Ernperor　was　considered　the　embodiment

of　the　“morality”　of　the　Japanese　state，　and　it　was　thought　that　if　the　Emperor

p曲㎜ed　the“moral　act”of　abdication，　the　public　would　be｛mpressed　by　his丘一

gure，　and　the　symbolic　emperor　system　would　be　strengthened．　This　move　cEm　be

termed　an　attempt　to　create“an　emperor　f6r　all　the　people，”魏んπ％bαnmin一君

万民and　to　assure　the“unity　of　emperor　and　people，”leunmin　ittai君民一体．

　　The　second　characteristic勧volved　the　image　of　the“New　Japan”新生日本

which　was　linl〈ed　to　that　of　the　Crown　Prince，　whose　image　was　preferred　to　that

of　the　emperor　who　was　associated　with　the　war．　As　a　result　the　abdication　was

advocated．　Behind　this　was　the　fact　that　the　mass　media　reported　extensively　on

the　Crown　P盛nce，　creating　a　fresh　and　youthful　image．　The　national　i皿age　of　a

“New　Japan”　was　welded　to　the　irnage　of　the　symbolic　emperor，　and　abdication

was　advocated　as　the　fresh　start　required　of　both　the　emperor　system　and　the

state．　Although　the　abdication　was　not　carried　out　in　the　end，　the　problem　of　the

abdication　during　the　period　of　the　peace　treaty　became　the　cause　of　the　emerg－

ence　of　the　Crown　Prince　in　the　development　of　the　system　and　image　of　a　sym－

bolic　emperor．
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